
1　　後漢後半期より後漢末曹操執政期までの使者と節　　野口

論
説後

漢
後
半
期
よ
り
後
漢
末
曹
操
執
政
期
ま
で
の
使
者
と
節
：
都
督
制
成
立
の
前
提

野　

口　
　
　

優

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、魏
晋
南
北
朝
時
代
に
地
方
軍
事
で
最
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
「
都
督
（
督
・
監
）
某
州
（
郡
）
諸
軍
事
」、所
謂
「
州

都
督
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
都
督
の
成
立
過
程
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
大
き
く
分
け
て
以
下
の
二
種
類
が
あ
る
。

第
一
に
、
都
督
が
軍
内
部
の
司
法
職
か
ら
発
展
し
た
と
い
う
研
究
で
あ
る
。
第
二
に
、
漢
代
以
来
の
地
方
州
郡
の
軍
を
監
督
す
る
督

軍
使
者
が
発
展
し
て
、
都
督
に
な
る
と
い
う
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
督
軍
使
者
と
は
、
地
方
に
反
乱
な
ど
が
起
き
た
際
、
そ
の

鎮
圧
の
た
め
に
、
皇
帝
の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
中
郎
将
・
御
史
な
ど
の
中
央
官
の
こ
と
を
指
す
。

ま
ず
、
都
督
が
軍
内
部
の
司
法
職
か
ら
発
展
す
る
と
い
う
第
一
の
研
究
は
、
石
井
仁
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
（
石
井

一
九
九
二
a
）。
確
か
に
、
石
井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
軍
内
部
に
も
都
督
と
呼
ば
れ
る
官
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
陳
仲
安
氏
は
、

軍
内
部
の
都
督
官
を
「
軍
区
を
管
轄
し
な
い
普
通
都
督
で
、
性
質
は
偏
裨
将
領
」
と
定
義
し
、
本
稿
で
取
り
扱
う
州
都
督
と
区
別
す

る
（
陳
仲
安
・
王
素
一
九
九
三
、一
六
九
～
一
七
〇
頁（

（
（

）。
さ
ら
に
、文
献
史
料
に
見
え
る
都
督
成
立
の
過
程
を
見
て
み
よ
う
。『
宋
書
』
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巻
三
十
九
百
官
志
上（

（
（

・『
南
斉
書
』
巻
十
六
百
官
志（

（
（

・『
太
平
御
覧
』
巻
二
百
五
十
一
都
督
護（

（
（

の
条
文
を
見
れ
ば
、
い
ず
れ
も
中
央
か

ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
、
地
方
の
軍
事
を
「
督
」
す
る
こ
と
が
、
都
督
制
の
直
接
の
源
流
で
あ
ろ
う（

（
（

。
本
稿
で
も
、
都
督
制
の
原
型

を
漢
代
の
使
者
に
よ
る
督
軍
制
度
と
み
な
す
。

で
は
、
漢
代
以
来
の
督
軍
使
者
が
発
展
し
て
、
都
督
に
な
る
と
い
う
第
二
の
研
究
に
つ
い
て
の
学
説
を
見
て
お
こ
う
。
非
常
に
対

照
的
な
二
つ
の
研
究
が
存
在
す
る
。
廖
伯
源
氏
の
研
究
と
陳
琳
国
氏
の
研
究
で
あ
る
。
廖
氏
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
州
郡
を
督
し
て
賊

を
討
伐
す
る
使
者
は
、
漢
末
に
お
い
て
、
劉
虞
や
袁
紹
に
代
表
さ
れ
る
地
方
軍
閥
の
長
に
よ
っ
て
若
干
の
州
が
督
さ
れ
る
と
い
う
事

態
を
経
て
、
魏
晋
南
北
朝
の
都
督
諸
軍
事
・
監
諸
軍
事
・
督
諸
軍
事
に
発
展
し
た
と
す
る（

（
（

。
そ
し
て
、
都
督
の
起
源
は
、
光
武
帝

期
に
す
で
に
督
軍
使
者
の
事
例
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
光
武
帝
期
よ
り
降
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
（
廖
伯
源
二
〇
〇
六
、二
六
五
～

二
六
八
頁
）。
一
方
で
陳
氏
は
、
州
都
督
が
も
と
も
と
使
者
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
の
、
都
督
制
が
曹
操
期
か
ら
続
く
建
安
年
間
と

い
う
時
代
が
生
み
出
し
た
特
殊
事
例
で
あ
る
と
す
る
（
陳
琳
国
一
九
九
四
、二
三
六
〜
二
三
七
頁
）。
つ
ま
り
両
氏
は
、
都
督
の
本
質

が
と
も
に
使
者
で
あ
る
と
い
う
点
は
一
致
す
る
が
、
後
漢
時
代
以
来
の
督
軍
使
者
が
発
展
し
た
も
の
か
曹
操
建
安
年
間
に
生
ま
れ
た

特
殊
事
例
と
す
る
か
と
い
う
点
で
見
解
が
相
違
す
る
の
で
あ
る
。

廖
氏
の
研
究
の
問
題
点
は
、
漢
末
の
軍
閥
が
複
数
州
を
都
督
し
た
こ
と
を
経
由
し
て
都
督
制
が
成
立
し
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

廖
氏
の
挙
げ
る
史
料
に
は
、
曹
操
軍
閥
の
も
の
が
な
い
。
州
都
督
が
三
国
魏
に
も
見
え
る
以
上
、
都
督
制
は
曹
操
軍
閥
の
中
で
醸
成

さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
氏
の
研
究
で
は
、
曹
操
軍
閥
の
発
展
と
使
者
の
関
係
に
対
す
る
視
角
が
や
や
欠
け
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
で
陳
氏
は
、
都
督
制
の
本
質
が
使
者
で
あ
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
都
督
制
そ
の
も
の
は
建
安
年
間
に
生
み
出
さ
れ
た
と
し
、

後
漢
時
代
の
督
軍
使
者
か
ら
の
連
続
性
を
認
め
て
い
な
い
。
な
ら
ば
、
後
漢
時
代
の
督
軍
使
者
と
魏
晋
南
北
朝
の
都
督
は
軍
事
上
で
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一
体
何
が
違
う
の
か
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陳
氏
は
続
く
論
文
で
、
御
史
な
ど
の
督
軍
の
「
督
」
は
、「
監
督
」
の
意

味
が
強
く
、
後
の
都
督
の
「
督
」
と
字
は
同
じ
で
あ
る
が
、
意
味
が
異
な
り
、
都
督
の
「
督
」
は
督
率
、
統
領
の
意
味
で
あ
る
と
す

る
（
陳
一
九
九
六
）。
つ
ま
り
、
後
漢
と
魏
晋
で
「
督
」
の
意
味
が
違
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
後
漢
時
代
の
督
軍
制
度
の
「
督
」
字
の
意
義
を
確
認
し
た
上
で
、
鍵
と
な
る
曹
操
期
の
督
軍
制
度
を
考
証

し
た
い
。
そ
の
中
で
、
使
者
の
証
明
で
あ
る
節
に
着
目
し
て
考
察
を
進
め
る
。

第
一
章　

後
漢
時
代
の
節
と
督
軍
使
者

第
一
節　

後
漢
後
半
期
の
節
と
督
軍
使
者

ま
ず
、
節
自
体
の
意
義
、
節
を
所
持
す
る
使
者
の
権
限
、
そ
し
て
地
方
州
郡
に
派
遣
さ
れ
る
使
者
と
な
る
官
の
特
徴
に
つ
い
て
先

行
研
究
の
成
果
に
拠
っ
て
触
れ
て
お
こ
う（

（
（

。
節
は
、
皇
帝
の
派
遣
し
た
使
者
が
持
つ
使
者
の
証
明
で
あ
り
、
皇
帝
の
権
威
を
代
表
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
使
者
は
、
自
身
が
所
持
す
る
節
を
用
い
て
、
官
吏
を
指
揮
し
て
公
務
を
行
い
得
る
だ
け
で
な
く
、
節
を
用

い
て
官
吏
を
逮
捕
・
誅
殺
す
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
っ
た
（
廖
二
〇
〇
六
、一
八
八
～
一
八
九
頁
）。
そ
し
て
、
州
郡
を
督
し
て
賊
を

討
つ
使
者
に
は
、
中
郎
将
・
謁
者
・
御
史
中
丞
・
侍
御
史
な
ど
が
就
任
し
た
。
中
郎
将
は
秩
比
二
千
石
、
謁
者
は
比
三
百
石
か
ら
比

六
百
石
ま
で
、
御
史
中
丞
は
秩
千
石
、
侍
御
史
は
六
百
石
で
あ
る
。
一
方
で
、
監
督
さ
れ
る
刺
史
は
六
百
石
で
、
郡
太
守
は
二
千
石

で
あ
る
。
中
郎
将
・
謁
者
・
御
史
中
丞
・
侍
御
史
な
ど
が
州
郡
を
督
し
て
賊
を
討
つ
際
に
は
、
往
々
に
し
て
数
人
の
刺
史
及
び
郡
太

守
を
督
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
秩
位
の
低
い
者
が
秩
位
の
高
い
者
を
督
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
廖
一
九
九
八
、八
一
頁
）。

そ
し
て
、
後
漢
中
期
以
降
に
な
る
と
、
羌
族
の
反
乱
や
盗
賊
の
跋
扈
に
よ
り
、
地
方
の
治
安
が
悪
化
し
、
朝
廷
よ
り
反
乱
鎮
圧
を
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目
的
と
し
た
使
者
が
活
発
に
派
遣
さ
れ
た（

（
（

。
た
と
え
ば
、
安
帝
崩
御
後
に
皇
帝
に
即
位
し
た
順
帝
の
治
世
に
も
地
方
の
反
乱
討
伐
の

た
め
に
、
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
建
康
元
（
一
四
四
）
年
に
揚
州
で
起
き
た
反
乱
鎮
圧
の
た
め
に
、
朝
廷
は
さ
き
に
御
史
中
丞

の
馮
緄
を
派
遣
し
、
馮
緄
に
よ
る
軍
事
行
動
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
後
、
再
び
中
郎
将
の
趙
序
と
新
た
に
九
江
都
尉
に
任
命
し
た
滕
撫

を
派
遣
し
た
。
御
史
中
丞
の
馮
緄
は
揚
州
刺
史
の
尹
燿
・
九
江
太
守
の
鄧
顕
を「
督
」し
て
い
た（『
後
漢
書
』列
伝
第
二
十
八
滕
撫
伝
）。

そ
し
て
、
御
史
中
丞
の
馮
緄
は
持
節
し
て
い
た
こ
と
が
史
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

①�

順
帝
末
，
緄
を
以
て
持
節
し
て
揚
州
諸
郡
の
軍
事
を
督
せ
し
め
，
中
郎
将
の
滕
撫
と
与
に
群
賊
を
撃
破
す
。

�

（『
後
漢
書
』
列
伝
第
二
十
八　

馮
緄
伝
）

朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
る
使
者
は
、
多
く
の
場
合
、
節
を
所
持
し
て
い
た
。
節
と
は
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
皇
帝
の
権
威
を
代
表
す

る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
皇
帝
の
権
威
を
代
表
す
る
節
を
所
持
す
る
使
者
が
地
方
州
郡
の
軍
を
「
督
」
す
る
と
は
、
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
陳
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
後
漢
の
使
者
の
「
督
」
と
は
、
た
だ
単
に
「
監
督
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
軍
を
指
揮
す

る
と
い
う
意
味
は
有
さ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

②�

羌
遂
に
大
い
に
合
し
，
朝
廷
，
憂
と
為
す
。
三
公
，
規
を
挙
げ
て
中
郎
将
と
為
し
，
持
節
し
て
関
西
兵
を
監
し
て
，
零
吾
等
を

討
た
し
め
，
之
を
破
る
。
斬
首
す
る
こ
と
八
百
級
。
先
零
の
諸
種
羌
，
規
の
威
信
を
慕
い
，
相
い
勧
め
て
降
る
者
十
余
万
。

�

（『
後
漢
書
』
列
伝
第
五
十
五　

皇
甫
規
伝
）

廖
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
も
し
皇
甫
規
が
わ
ず
か
に
監
軍
権
を
保
持
し
て
い
る
だ
け
な
ら
、
反
乱
し
た
羌
族
が
ど
う
し
て
そ

の
威
信
を
慕
っ
て
降
伏
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
皇
甫
規
が
関
西
の
軍
を
監
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、
実
際
に
は
関
西
の
兵
を
指
揮
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
使
者
が
州
郡
を
相
互
に
連
携
さ
せ
、
協
力
し
て
討
伐
し
て
い
る
以
上
、
州
郡
の
軍
事
を
監
督
し
て
い
る
使
者
が
実
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際
に
は
そ
の
地
方
軍
事
の
全
局
を
統
括
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
（
廖
一
九
九
八
、七
二
～
七
四
頁
）。
前
掲
の
史
料
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、「
督
」・「
監
」
は
地
方
軍
を
統
括
し
て
い
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
後
漢
の
督
軍
使
者
は
軍
の
司
令
官
で
は
な
く
、
た
だ
監

督
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
、
陳
氏
の
説
は
成
立
し
難
い
。

こ
の
よ
う
に
、
後
漢
時
代
の
督
軍
諸
使
と
三
国
魏
の
都
督
が
と
も
に
地
方
軍
を
統
括
し
て
い
た
な
ら
ば
、
後
漢
時
代
の
督
軍
使
者

と
三
国
時
代
以
降
の
都
督
は
軍
事
指
揮
に
お
い
て
一
体
何
が
違
う
の
か
。
督
軍
使
者
と
都
督
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
黄
巾

の
乱
以
降
、
曹
操
執
政
期
を
中
心
と
す
る
後
漢
末
期
に
お
け
る
使
者
に
よ
る
地
方
軍
の
統
括
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
節　

黄
巾
の
乱
以
後
の
将
軍
仮
節

後
漢
後
半
期
、
特
に
黄
巾
の
乱
以
降
に
、
従
前
の
中
郎
将
や
御
史
中
丞
な
ど
だ
け
で
な
く
、
本
来
節
が
与
え
ら
れ
な
い
将
軍
に
対

し
て
節
が
与
え
ら
れ
る
事
例
が
現
れ
る
。

③�

明
年
（
中
平
二
年
）
春
，（
辺
章
、
韓
遂
）
数
万
騎
を
将
い
て
入
り
て
三
輔
を
寇
し
，
園
陵
に
侵
し
逼
り
，
宦
官
を
誅
す
る
に

託
し
て
名
と
為
す
。
…
…
朝
廷
復
た
司
空
の
張
温
を
以
て
車
騎
将
軍
と
為
し
，
節
を
仮
し
，
執
金
吾
の
袁
滂
を
副
と
為
す
。
卓

を
拝
し
て
破
虜
将
軍
と
し
，
盪
寇
将
軍
の
周
慎
と
与
に
並
び
に
温
に
統
べ
し
む
。
諸
郡
の
兵
，
歩
騎
合
し
て
十
余
万
を
并
せ
て
，

美
陽
に
屯
し
，
以
て
園
陵
を
衛
る
。�

（『
後
漢
書
』
列
伝
第
六
十
二　

董
卓
伝
）

こ
の
事
例
は
、
黄
巾
の
乱
が
平
定
さ
れ
た
翌
年
に
あ
た
る
中
平
二
（
一
八
五
）
年
に
、
三
輔
を
攻
撃
す
る
辺
章
・
韓
遂
を
討
伐
す
る

た
め
、
司
空
の
張
温
を
車
騎
将
軍
に
任
命
し
た
上
で
、
節
を
「
仮
」
し
て
い
る
。
大
庭
脩
氏
に
よ
れ
ば
、
仮
節
の
「
仮
」
と
は
、
本

来
資
格
が
な
い
が
、
仮
に
与
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
車
騎
将
軍
の
張
温
は
皇
帝
の
代
理
と
し
て
、
こ
の
時
の
漢
の
諸
軍
を
統
率

監
督
す
る
最
高
指
令
官
と
し
て
、
他
の
諸
将
、
す
な
わ
ち
破
虜
将
軍
の
董
卓
及
び
盪
寇
将
軍
の
周
慎
を
監
督
す
る
た
め
に
節
が
仮
さ
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れ
た
と
す
る
（
大
庭
一
九
八
二
、四
五
〇
～
四
五
一
頁
）。
つ
ま
り
、
将
軍
官
に
序
列
を
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

董
卓
執
政
以
降
、
曹
操
の
登
場
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
も
、
将
軍
仮
節
が
多
く
見
ら
れ
る
。
一
覧
に
し
て
お
こ
う（

（
（

。

ま
ず
、
初
平
四
（
一
九
三
）
年
に
、
呂
布
が
董
卓
を
殺
し
た
功
績
に
よ
り
仮
節
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
李
傕
は
、
も
と
も
と
董
卓

の
配
下
で
、
呂
布
を
長
安
か
ら
追
い
出
し
た
後
、
朝
廷
の
政
治
を
壟
断
し
た
。

④�（
李
）
傕
又
た
車
騎
将
軍
に
遷
り
，
開
府
し
，
司
隸
校
尉
を
領
し
，
仮
節
す
。（
郭
）
汜
を
後
将
軍
，（
樊
）
稠
を
右
将
軍
，
張

済
を
鎮
東
将
軍
と
為
し
，
並
び
に
列
侯
に
封
ず
。
傕
、
汜
、
稠
共
に
朝
政
を
秉
る
。
済
出
で
て
弘
農
に
屯
す
。

�

（『
後
漢
書
』
列
伝
第
六
十
二　

董
卓
伝
）

史
料
中
で
は
、
李
傕
・
郭
汜
・
樊
稠
が
共
同
し
て
朝
廷
を
支
配
し
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
李
傕
に
の
み
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
平
二
年
の
将
軍
仮
節
の
事
例
と
同
様
に
、
李
傕
が
他
の
両
者
を
監
督
統
括
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
興
平
元
（
一
九
四
）
年
に
は
、
袁
術
と
劉
表
に
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
に
対
す
る
仮
節
は
、
当
時
の
朝
廷
の

事
実
上
の
支
配
者
で
あ
っ
た
李
傕
が
両
者
と
同
盟
関
係
を
結
び
、
自
分
の
後
援
勢
力
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（『
三
国
志
』
巻
六
袁

術
伝
、
劉
表
伝
）。

ま
た
、
興
平
二
（
一
九
五
）
年
か
ら
建
安
元
（
一
九
六
）
年
に
か
け
て
、
白
波
賊
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
胡
才
・
楊
奉
・
韓
暹
及
び

郡
太
守
で
あ
っ
た
張
楊
・
王
邑
の
計
五
人
に
対
し
て
、
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
。
胡
才
・
楊
奉
・
韓
暹
に
つ
い
て
は
、
献
帝
を
李
傕
の

も
と
か
ら
逃
し
、
安
邑
ま
で
護
衛
し
た
功
績
に
よ
り
、
将
軍
号
が
授
与
さ
れ
た
上
で
、
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
。
張
楊
・
王
邑
は
と
も

に
献
帝
の
い
る
安
邑
を
統
括
す
る
河
東
郡
及
び
そ
の
隣
の
河
内
郡
の
太
守
で
あ
っ
た
。
張
楊
・
王
邑
は
そ
れ
ぞ
れ
、
献
帝
に
食
糧
・

絹
帛
を
献
上
し
た
功
績
に
よ
り
、
将
軍
号
が
授
与
さ
れ
た
上
で
、
節
が
仮
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

な
お
、
こ
こ
で
将
軍
官
が
果
た
し
て
使
者
な
の
か
ど
う
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
来
、
将
軍
官
は
決
し
て
使
者
で
は
な
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か
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
大
庭
一
九
八
二
、四
五
一
頁
）。
し
か
し
、
中
平
二
年
の
張
温
の

事
例
（
史
料
③
）
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
、
表
一
に
明
ら
か
な
と
お
り
、
数
多
く
の
将

軍
に
使
者
の
証
で
あ
る
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
。
節
が
「
仮
」
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
将
軍
は
後
漢
末
で
も
完
全
な
使
者
の
官
と
は
い
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

節
を
有
し
て
、
軍
事
を
指
揮
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
督
軍
使
者
と
類
似
す
る
。
そ
の
た

め
、
本
稿
で
は
、
将
軍
官
を
使
者
に
な
り
う
る
過
渡
期
の
官
と
し
て
考
え（

（1
（

、
よ
り
広
い

意
味
で
使
者
を
構
成
す
る
官
と
し
て
取
り
扱
う
。

最
後
に
、
董
卓
執
政
以
降
の
将
軍
仮
節
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
で

き
よ
う
。
将
軍
仮
節
は
、
確
か
に
大
庭
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
諸
将
軍
中
の
最
高
司
令
官

と
い
う
意
味
を
有
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
董
卓
執
政
以
降
も
、
李
傕
の
事
例
は
、
ま
さ

に
大
庭
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、李
傕
が
政
治
の
実
権
を
掌
握
し
て
以
降
、

単
に
敵
対
関
係
に
な
り
得
る
地
方
軍
閥
の
主
を
懐
柔
す
る
た
め
に
節
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
李
傕
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
仮
節
と
い
う
行
為
が
皇
帝

の
意
志
と
乖
離
し
て
い
た
こ
と
は
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い（

（1
（

。
そ
し
て
、
献
帝
が
李
傕

よ
り
逃
れ
た
興
平
二
（
一
九
五
）
年
以
降
、
仮
節
に
は
特
に
将
軍
官
の
序
列
化
と
い
う

効
果
は
見
出
せ
な
い（

（1
（

。
む
し
ろ
、
皇
帝
に
対
し
て
何
ら
か
の
功
績
を
有
す
る
者
に
対
す

る
恩
賞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
董
卓
執
政
以
降
に
お
い
て
、
将
軍
仮
節
は
単
に
将
軍
官

の
序
列
化
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
敵
対
勢
力
の
懐
柔
や
恩
賞
と
い
う
意
味
ま
で
も

人名 年　代 官　位 備　考 出　典

呂布 初平三（192） 奮武将軍 儀比三司 『三国志』巻七呂布伝

李傕 初平三（192） 車騎将軍・領司隷校尉 『三国志』巻六董卓伝

袁術 興平元（194） 左将軍 『三国志』巻六袁術伝

劉表 興平元（194） 鎮南将軍・荊州牧 『三国志』巻六劉表伝

張楊 興平二（195） 河内太守・安国将軍 開府 『後漢書』列伝第六十二董卓伝

王邑 興平二（195） 河東太守 開府 『後漢書』列伝第六十二董卓伝

胡才 興平二（195） 征東将軍 開府 『後漢書』列伝第六十二董卓伝

楊奉 建安元（196） 車騎将軍 仮節鉞 『後漢書』列伝第六十二董卓伝

韓暹 建安元（196） 大将軍・領司隷校尉 仮節鉞 『後漢書』列伝第六十二董卓伝

� 表一 董卓執政以降、曹操以前の仮節者一覧
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有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
張
小
穏
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
将
軍
仮
節
は
、

任
務
が
終
わ
れ
ば
節
が
返
還
さ
れ
る
と
い
う
以
前
の
将
軍
仮
節
と
違
い
、
明
ら
か
に
長
期
に
わ
た
っ
て
所
持
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（
張
二
〇
一
〇
、一
一
〇
頁（

（1
（

）。

第
二
章　

曹
操
期
の
督
軍
使
者
と
都
督

第
一
節　

建
安
十
三
年
ま
で
の
督
軍
使
者
と
使
者
の
証
明

曹
操
は
、
建
安
元
（
一
九
六
）
年
に
献
帝
を
許
に
迎
え
入
れ
、
中
原
制
覇
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
本
章
で
は
、
曹
操
統
治
期

で
あ
る
建
安
年
間
に
対
し
て
建
安
十
三
（
二
〇
八
）
年
を
境
に
二
期
に
分
け
る
。
建
安
十
三
年
を
分
水
嶺
と
す
る
主
た
る
理
由
と
し

て
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
建
安
十
三
年
は
、
曹
操
が
丞
相
に
な
り
、
名
実
と
も
に
漢
王
朝
の
最
高
権
力
者
と
な
っ

た
年
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
赤
壁
の
戦
い
が
起
こ
っ
た
年
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
赤
壁
で
の
敗
戦
は
、
そ
の
後

の
軍
事
防
衛
制
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
し
い
。
第
三
に
、
次
節
以
下
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
最
高
権
力
者
の
曹
操
、
袁
紹

を
除
き
、
建
安
十
三
年
ま
で
前
章
で
論
じ
た
将
軍
仮
節
が
全
く
現
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る（

（1
（

。

で
は
、
ま
ず
建
安
十
三
年
ま
で
の
督
軍
使
者
の
主
た
る
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
か
ら
使
者
の
中
で
「
都
督
」

を
職
務
と
す
る
者
が
史
料
中
に
現
れ
る
。

⑤�

天
子
，
許
に
都
し
，（
程
）
昱
を
以
て
尚
書
と
為
す
。
兗
州
尚
お
未
だ
安
集
せ
ず
。
復
た
昱
を
以
て
東
中
郎
将
と
為
し
，
済
陰

太
守
を
領
し
，
兗
州
の
事
を
都
督
せ
し
む
。�

（『
三
国
志
』
巻
十
四　

程
昱
伝
）

⑥�

時
に
関
中
の
諸
将
の
馬
騰
、
韓
遂
等
，
各
お
の
強
兵
を
擁
し
相
い
与
に
争
う
。
太
祖
方
に
事
を
山
東
に
有
し
，
関
右
を
以
て
憂
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い
と
為
す
。
乃
ち
繇
を
表
し
て
侍
中
を
以
て
守
司
隷
校
尉
と
し
，
持
節
し
て
関
中
の
諸
軍
を
督
せ
し
む
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十
三　

鍾
繇
伝
）

⑦�
是
の
時
に
荀
攸
，
常
に
謀
主
と
為
る
。
彧
の
兄
の
衍
，
監
軍
校
尉
を
以
て
鄴
を
守
り
，
河
北
の
事
を
都
督
す
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十　

荀
彧
伝
）

程
昱
の
事
例
は
建
安
元
（
一
九
六
）
年
、
鍾
繇
の
事
例
は
建
安
二
（
一
九
七
）
年
、
荀
衍
の
事
例
は
建
安
十
（
二
〇
五
）
年
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、
陳
琳
国
氏
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。
鍾
繇
が
使
者
と
し
て
督
し
た
の
は
関
中
の
州
・
郡

の
軍
事
で
あ
り
、
程
昱
・
荀
衍
の
督
し
た
対
象
も
ま
た
、
史
料
中
に
明
証
は
な
い
も
の
の
、
州
・
郡
の
軍
隊
に
違
い
な
い
と
す
る
（
陳

一
九
九
六（

（1
（

）。

し
か
し
、
後
漢
時
代
の
使
者
が
州
郡
の
兵
を
督
し
た
の
と
同
様
に
、
曹
操
期
に
お
い
て
も
、
使
者
が
州
郡
の
軍
隊
を
率
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
曹
操
期
の
地
方
に
お
け
る
軍
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

⑧�

入
り
て
丞
相
主
簿
と
為
る
。（
司
馬
）
朗
以
為
ら
く
天
下
土
崩
の
勢
，
秦
五
等
の
制
を
滅
し
て
，
郡
国
に
蒐
狩
習
戦
の
備
え
無

き
に
由
る
の
故
な
り
。
今
五
等
未
だ
復
た
行
う
べ
か
ら
ず
と
雖
も
，
州
郡
を
し
て
並
び
に
兵
を
置
き
，
外
は
四
夷
に
備
え
，
内

は
不
軌
を
威
す
べ
し
。
…
…
議
未
だ
施
行
せ
ざ
る
と
雖
も
，
然
る
に
州
郡
の
領
兵
，
朗
の
本
意
な
り
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十
五　

司
馬
朗
伝
）

⑨�

乃
ち
（
杜
恕
）
上
疏
し
て
曰
く
，
…
…
武
皇
帝
の
節
倹
を
以
て
，
府
蔵
充
実
す
る
も
，
猶
お
十
州
兵
を
擁
す
る
能
わ
ず
。
郡
且

に
二
十
た
ら
ん
と
す
。
今
（
明
帝
期
）
荊
・
揚
・
青
・
徐
・
幽
・
并
・
雍
・
涼
の
縁
辺
の
諸
州
皆
な
兵
有
り
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十
六　

杜
恕
伝
）

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
曹
操
は
建
安
十
三
年
の
六
月
に
丞
相
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
然
、
司
馬
朗
が
丞
相
主
簿
と
な
っ
た
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の
は
、
そ
れ
以
降
の
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
杜
恕
伝
中
の
「
今
」
と
は
、
明
帝
期
の
こ
と
で
あ
り
、
上
奏
文
中
で
曹
操
期
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
曹
操
期
に
お
い
て
十
州
・
二
十
郡
の
地
で
兵
力
を
所
持
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
全
て
の
郡
で
軍
隊
を
有
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
郡
は
軍
隊
を
所
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
三
国
志
』
巻
十
八
呂
虔
伝
で
は
、
泰
山
郡
の
事
例
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
泰
山
太
守
の
呂
虔
は
袁
紹
配
下
の

中
郎
将
を
打
ち
破
り
、
諸
山
中
に
避
難
し
て
い
た
民
を
帰
属
さ
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
壮
健
な
者
を
選
抜
し
戦
士
に
し
た
。
そ
の

結
果
、
泰
山
郡
は
精
兵
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
袁
紹
が
曹
操
に
敗
北
す
る
建
安
五
年
よ
り
前
に
す
で
に
泰
山
郡

に
は
軍
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
三
国
志
』
巻
二
十
六
満
寵
伝
で
は
、
汝
南
郡
の
事
例
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
袁

紹
の
敗
滅
以
前
に
、
満
寵
は
汝
南
太
守
と
な
り
、
袁
紹
の
配
下
を
討
ち
滅
ぼ
し
た
。
そ
の
結
果
、
満
寵
は
二
万
戸
と
兵
二
千
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
泰
山
郡
の
事
例
と
同
様
、
汝
南
郡
で
は
、
建
安
五
年
以
前
に
軍
が
存
在
し
た
こ
と
と
な
る
。

事
実
、『
三
国
志
』
巻
十
四
蔣
済
伝
に
よ
れ
ば
、
建
安
十
三
年
に
は
、
孫
権
に
包
囲
さ
れ
た
合
肥
を
救
援
す
る
た
め
に
、「
汝
南
兵
」

が
用
い
ら
れ
た
記
述
も
あ
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
曹
操
期
に
お
い
て
も
、
軍
隊
を
有
す
る
郡
は
存
在
し
た
。
た
だ
し
、
史
料
⑧
・
⑨
の
記
載
を
見
る
限
り
、
や
は
り
、

そ
の
他
の
多
く
の
郡
で
は
、
軍
隊
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
唐
長
孺
氏
は
、
曹
操
期
の
地
方
軍
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
建
安
十
三
年
前
後
に
曹
操
の
統
治
区
域
内
で
は
、全
く
も
し
く
は
基
本
的
に
州
郡
兵
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
諸
将
が
領
兵
し
、
各
地
に
駐
屯
し
て
い
た
。
建
安
の
晩
年
に
曹
操
は
す
で
に
司
馬
朗
の
建
議
を
採
用
し
て
、
い
く
つ
か
の

州
郡
に
軍
隊
を
設
置
し
て
い
た
（
唐
二
〇
一
一
a
、
一
五
〇
頁
）。

で
は
、
州
郡
が
軍
隊
を
所
持
し
な
い
な
ら
ば
、
誰
が
軍
隊
を
所
持
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
、
数
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
地
方
に
盤
踞
す
る
有
力
者
た
ち
で
あ
っ
た（

（1
（

。
李
乾
・
李
整
・
李
典
の
三
者
の
兵
の
継
承
（『
三
国
志
』
巻
十
八
李
典
伝
）
や
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少
年
及
び
宗
族
か
ら
な
る
数
千
の
家
を
集
め
て
陣
営
を
築
き
他
者
の
侵
略
を
防
い
で
い
た
許
褚
の
事
例（『
三
国
志
』巻
十
八
許
褚
伝
）

が
特
に
有
名
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
後
漢
時
代
と
曹
操
期
の
使
者
を
比
較
す
れ
ば
、
使
者
が
率
い
た
対
象
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ

ま
り
、
後
漢
時
代
に
使
者
が
率
い
た
の
は
地
方
の
州
刺
史
・
郡
太
守
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
曹
操
期
に
な
る
と
、
多
く
の
州
郡
に
地

方
軍
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
使
者
は
多
く
の
場
合
、
独
自
の
兵
力
を
擁
す
る
地
方
の
有
力
者
を
率
い
て
い
た
可
能
性
が

高
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
当
該
期
の
督
軍
使
者
の
身
分
お
よ
び
被
監
督
者
の
身
分
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
史
料
⑤
・
⑥
・
⑦
の
使
者
の

本
官
は
そ
れ
ぞ
れ
、
東
中
郎
将
・
侍
中
・
監
軍
校
尉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
使
者
の
官
は
、
黄
巾
の
乱
が
起
こ
る
ま
で
の
後
漢
時
代
の

使
者
の
官
と
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
が
無
い
。
し
か
し
、
曹
操
期
に
お
け
る
督
軍
使
者
が
率
い
る
対
象
は
、
多
く
の
場
合
、
後
漢
時
代

の
よ
う
に
州
刺
史
・
郡
太
守
で
は
無
い
。
で
は
、
曹
操
に
帰
属
し
た
独
自
の
兵
力
を
有
す
る
地
方
の
有
力
者
は
如
何
な
る
官
に
就
任

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
森
本
氏
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。
も
と
も
と
曹
操
に
帰
属
し
た
地
方
の
有
力
者
に
対
し
、
曹
操
は
完

全
に
自
軍
に
吸
収
せ
ず
に
、
中
郎
将
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
集
団
の
独
立
性
を
あ
る
程
度
認
め
、
外
郭
の
武
力
集
団
と
し
て
位

置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
官
渡
の
会
戦
に
勝
利
し
、
袁
紹
が
没
し
た
後
の
建
安
八
（
二
〇
三
）
年
か
ら
十
二
（
二
〇
七
）
年
に
か
け
て

有
力
将
官
た
ち
が
次
第
に
雑
号
将
軍
に
任
命
さ
れ
て
い
く
と
す
る（
森
本
二
〇
一
二
、一
二
～
一
五
頁
）。つ
ま
り
、督
軍
使
者
は
、徐
々

に
中
郎
将
か
ら
将
軍
を
も
指
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
指
揮
す
る
対
象
が
中
郎
将
か
ら
将
軍
に
変
容
し
た
こ
と

が
督
軍
使
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
は
、
次
節
以
下
で
改
め
て
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
他
に
も
後
漢
時
代
と
曹
操
期
の
使
者
に
は
違
い
に
な
り
得
る
要
素
が
存
在
し
た
。
そ
の
違
い
と
は
、
使
者
が
節
を
所
持

し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
節
が
皇
帝
の
代
理
た
る
使
者
の
証
明
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
章
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
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か
し
、
本
節
の
は
じ
め
に
挙
げ
た
史
料
⑤
・
⑥
・
⑦
に
着
目
す
れ
ば
、
史
料
⑥
の
侍
中
・
守
司
隷
校
尉
の
鍾
繇
は
持
節
で
あ
っ
た
が
、

史
料
⑤
・
⑦
の
東
中
郎
将
の
程
昱
と
監
軍
校
尉
の
荀
衍
に
は
節
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
載
は
見
え
な
い
。
で
は
、
程
昱
・
荀

衍
は
本
当
に
使
者
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
も
の
の
、
陳
琳
国
氏
に
よ
れ
ば
、
節
を
所
持
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、

両
者
の
都
督
の
職
務
も
ま
た
本
官
を
も
っ
て
朝
廷
の
臨
時
の
派
遣
を
受
け
て
い
た
（
陳
一
九
九
六
）。
上
記
史
料
だ
け
で
、
陳
氏
の

よ
う
に
節
の
有
無
ま
で
判
断
す
る
の
は
、
慎
重
に
な
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
が
、
や
は
り
、
程
昱
・
荀
衍
は
節
を
所
持
し
て
い
た
か

定
か
で
な
い
使
者
と
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
曹
操
執
政
期
以
降
に
お
い
て
も
、
黄
巾
の
乱
以
前
の
よ
う
に
、
将
軍
以
外
の
中
央
官
を
使
者
に
任
命
し
て
節
を
授
与
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
曹
操
が
派
遣
す
る
全
て
の
使
者
に
節
が
仮
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
で
は
、
曹
操
期
の
使
者
が
必
ず
し
も
節
を
有
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
使
者
た
る
証
明
は
如
何
に
し
て
行
う
の
か
。
建
安

十
三
年
ま
で
の
事
例
で
は
な
い
も
の
の
、
極
め
て
興
味
深
い
事
例
が
存
在
す
る
。

⑩�

太
祖
常
に
朱
霊
を
恨
み
，
其
の
営
を
奪
わ
ん
と
欲
す
。
禁
に
威
重
有
る
を
以
て
，
禁
を
遣
わ
し
て
数
十
騎
を
将
い
し
む
。
令
書

を
齎
し
，
径
（
た
だ
）
ち
に
霊
の
営
に
詣
り
其
の
軍
を
奪
う
。
霊
及
び
其
の
部
衆
敢
え
て
動
く
莫
し
。
乃
ち
霊
を
以
て
禁
の
部

下
督
と
為
す
。
衆
皆
な
震
服
し
，
其
の
憚
ら
る
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
左
将
軍
に
遷
り
，
節
鉞
を
仮
す
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十
七　

于
禁
伝
）

于
禁
伝
で
は
、
朱
霊
の
軍
を
奪
う
た
め
に
曹
操
よ
り
派
遣
さ
れ
た
于
禁
に
は
、「
令
書
」
が
あ
る
だ
け
で
、
節
は
こ
の
時
点
で
仮
さ

れ
て
い
な
い
。
廖
伯
源
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
代
の
使
者
は
、
節
の
他
に
詔
書
を
所
持
し
た
。
そ
の
詔
書
に
は
、
二
種
類
あ
る
。
第
一
に

使
者
そ
の
も
の
の
使
命
が
記
さ
れ
た
詔
書
で
あ
る
。
使
者
は
皇
帝
が
派
遣
し
、
派
遣
時
に
お
い
て
詔
書
を
授
与
し
、
そ
の
出
使
の
任

務
を
指
示
し
た
。
第
二
に
、
使
者
の
使
命
が
も
し
他
者
を
指
揮
す
る
こ
と
に
及
べ
ば
、
使
者
は
そ
の
他
者
に
与
え
ら
れ
る
詔
書
を
所
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持
し
て
い
た
（
廖
二
〇
〇
六
、一
八
三
～
一
八
四
頁
）。
そ
も
そ
も
、
于
禁
は
皇
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

曹
操
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
で
あ
る
の
か
。
当
時
は
、
曹
操
が
献
帝
を
擁
立
し
て
、
実
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
皇
帝
か
ら
の

使
者
よ
り
も
曹
操
の
使
者
の
方
が
多
数
を
占
め
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
于
禁
伝
で
は
、
皇
帝
か
ら
の

詔
書
で
は
な
く
、
曹
操
か
ら
の
「
令
書
」
を
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
令
書
」
が
曹
操
か
ら
の
命
令
書
を
指
す
こ
と
は
、
曹
操

の
命
令
が
当
時
、「
令
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

⑪�

九
月
，
令
し
て
曰
く
，
河
北
は
袁
氏
の
難
に
罹
る
。
其
れ
今
年
の
租
賦
を
出
さ
し
む
る
無
か
れ
と
。
豪
強
兼
并
の
法
を
重
く
し
，

百
姓
喜
悅
す
。�

（『
三
国
志
』
巻
一　

武
帝
紀
）

⑫�

太
祖
乃
ち
奕
を
以
て
中
尉
と
為
す
。
手
づ
か
ら
令
し
て
曰
く
，
昔
楚
に
子
玉
有
り
，
文
公
，
之
が
為
に
側
席
し
て
坐
る
。
汲
黯

朝
に
在
り
，淮
南
之
が
為
に
謀
を
折
る
。
詩
に
邦
の
司
直
と
称
す
る
は
，君
の
謂
い
な
る
や
と
。（『
三
国
志
』巻
十
二　

徐
奕
伝
）

史
料
⑪
は
、
宿
敵
袁
紹
を
官
渡
で
破
っ
た
後
、
鄴
を
平
定
し
た
建
安
九
（
二
〇
四
）
年
に
発
布
さ
れ
た
令
で
あ
る
。
同
条
の
裴
松
之

注
所
引
魏
書
に
は
、「
公
の
令
を
載
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
令
は
皇
帝
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
曹
操
の
命
令
を
指
す
。
史

料
⑫
は
、建
安
二
十
四
年
に
、魏
諷
の
反
乱
が
起
き
た
後
、罷
免
さ
れ
た
中
尉
の
後
任
に
徐
奕
を
任
命
し
た
際
の
命
令
書
で
あ
る
。「
手

づ
か
ら
令
し
て
曰
く
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
曹
操
の
命
令
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
い
ず
れ
も
曹
操
の
命
令
が
「
令
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
明
証
で
あ
り
、
そ
れ
は
建
安
年
間
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
曹
操
の
命
令
が
口
頭
で
は
無
く
文
書
に
記

さ
れ
た
場
合
に
、「
令
書
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
史
料
⑤
・
⑦
で
使
者
が
た
と
え
節
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
前
に
触
れ
た
よ
う
に
皇
帝
の
使

者
で
は
無
く
、
曹
操
の
使
者
だ
っ
た
た
め
、
節
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
于
禁
は
、
皇
帝
の
使
者
た
る
証

明
で
あ
る
節
を
有
さ
ず
、
皇
帝
か
ら
の
詔
書
で
は
な
く
、
特
に
曹
操
の
命
令
書
を
携
帯
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
程
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昱
・
荀
衍
も
節
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
曹
操
の
命
令
書
を
所
持
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
当
該
期
に
お
け
る
使
者
の
証
明
は
、

節
を
有
し
な
い
場
合
が
あ
っ
て
も
、
曹
操
の
命
令
書
が
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
通
常
通
り
、
使
者
が
節
を
有

し
て
い
た
場
合
は
、
皇
帝
の
詔
を
も
所
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
詔
も
、
時
の
権
力
者
で
あ
る
曹
操
の
意
思
が

強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
生
ま
れ
る
。
な
ぜ
、
建
安
十
三
年
ま
で
の
曹
操
は
、
こ
の
よ
う
な
節
の
運
用
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
建
安

十
三
年
ま
で
の
曹
操
は
、
袁
紹
の
事
例
を
除
け
ば
、
明
ら
か
に
董
卓
執
政
以
降
の
よ
う
に
、
恩
賞
と
し
て
節
を
用
い
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ず
、
後
漢
中
期
以
降
と
同
様
に
、
使
者
に
の
み
節
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
も
、
全
て
の
使
者
に
与
え
て
い
る
か
も
定
か
で
は
な

い
。
つ
ま
り
、曹
操
は
非
常
に
厳
格
に
節
を
運
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、

曹
操
が
自
身
の
政
治
的
立
場
か
ら
、
後
漢
時
代
の
制
度
を
大
幅
に
逸
脱
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
曹
操
は
、
革

新
的
な
政
策
を
数
多
く
実
施
す
る
一
方
で
、形
式
の
上
で
は
決
し
て
後
漢
時
代
の
制
度
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

「
科
」
と
よ
ば
れ
る
法
規
定
集
の
作
成
や
、
戸
調
制
の
実
施
な
ど
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。「
科
」
は
決
し
て
漢
の
律
令
を
撤
廃
す
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
く（

（2
（

、
戸
調
制
も
ま
た
、
漢
代
を
通
し
て
み
ら
れ
た
調
と
呼
ば
れ
る
賦
斂
に
淵
源
が
求
め
ら
れ
る（
（2
（

。
さ
ら
に
軍
事

の
面
に
お
い
て
も
、
森
本
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
建
安
十
三
年
に
曹
操
が
丞
相
と
な
り
、
各
将
帥
が
独
立
し
た
将
軍
に
な
る
ま
で
曹

操
の
軍
団
は
、形
式
上
は
遂
に
後
漢
王
朝
の
制
度
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
森
本
二
〇
一
〇
、一
六
頁
）。

曹
操
は
節
の
無
い
使
者
を
派
遣
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
節
の
運
用
に
つ
い
て
、
形
式
上
後
漢
時
代
の
運
用
を
踏
襲
し
て
い
た
の

は
、
上
記
の
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
建
安
十
四
（
二
〇
九
）
年
以
降
に
、
使
者
や
将
軍
た
ち
に
節
が
多
く
仮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
建
安
十
三
年
ま
で
の
状

況
と
様
相
が
一
変
す
る
。
節
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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第
二
節　

建
安
十
四
年
以
降
の
将
軍
仮
節
の
状
況

建
安
十
四
（
二
〇
九
）
年
に
な
り
、
建
安
元
年
か
ら
建
安
十
三
年
ま
で
曹
操
・

袁
紹
を
除
い
て
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
将
軍
仮
節
が
再
開
さ
れ
た
。
新
た
に
節

を
仮
さ
れ
た
将
軍
は
、
楽
進
・
張
遼
・
于
禁
・
臧
霸
・
孫
観
・
曹
仁
・
夏
侯
淵
・

徐
晃
・
張
郃
の
都
合
九
名
で
あ
る
。
一
覧
に
し
て
掲
示
し
よ
う
。

曹
操
・
袁
紹
は
例
外
と
し
て
、
な
ぜ
将
軍
仮
節
が
建
安
十
四
年
か
ら
再
開
さ

れ
た
の
か
。
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
建
安
十
三
（
二
〇
八
）
年

の
赤
壁
の
会
戦
が
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
山
口
正
晃
氏
は

以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
呂
布
や
袁
紹
な
ど
敵
対
す
る
軍
閥
を
順
次
征
伐
し

て
い
く
中
で
、
劉
表
や
張
魯
な
ど
の
境
界
を
接
す
る
勢
力
は
外
征
す
る
曹
操
の

背
後
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
く
、
防
御
に
大
軍
を
割
く
必
要
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
赤
壁
の
戦
い
の
後
に
は
、
曹
操
軍
閥
は
長
大
な
国
境
線
に
沿
っ
て
、
防
御

の
た
め
に
大
軍
を
駐
屯
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
（
山
口
二
〇
〇
一（

（2
（

）。

で
は
、
本
論
の
考
証
に
必
要
な
事
例
を
絞
っ
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
に
、
建

安
十
四
年
前
後
に
仮
節
さ
れ
た
張
遼
・
楽
進
・
于
禁
か
ら
考
証
し
よ
う
。
ま
ず
、

三
者
の
内
、
最
も
仮
節
の
年
代
が
明
瞭
で
あ
る
の
は
、
張
遼
で
あ
る
。
盪
寇
将

軍
で
あ
っ
た
張
遼
は
、
灊
・
六
の
二
県
で
反
乱
を
起
こ
し
た
陳
蘭
と
梅
成
を
討

伐
し
た
功
績
に
よ
っ
て
、
増
邑
と
と
も
に
節
を
仮
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
陳
蘭
と

人名 節の授与年 授与時の官職 備考 出　　典

曹操 建安元（196） 鎮東将軍・領尚書事 仮節鉞 『三国志』巻一武帝紀

袁紹 建安二（197） 大将軍 錫弓矢節鉞 『後漢書』列伝六十四袁紹伝

楽進 建安十三（208）後 折衝将軍 別動軍統率 『三国志』巻十七楽進伝

張遼 建安十四（209） 盪寇将軍 増邑・仮節 『三国志』巻十七張遼伝

于禁 建安十四（209）後 左将軍 仮節鉞 『三国志』巻十七于禁伝

曹仁 建安十六（211） 行征南将軍 『三国志』巻九曹仁伝

夏侯淵 建安十九（214） 行護軍将軍 仮〇〇節 『三国志』巻九夏侯淵伝

臧霸 建安二十二（217） 揚威將軍 『三国志』巻十八臧霸伝

孫観 建安二十二（217） 偏将軍・青州刺史 『三国志』巻十八臧霸伝

徐晃 建安二十四（219）前 平寇将軍 別動軍統率 『三国志』巻十七徐晃伝

張郃 建安二十四（219） 盪寇将軍 『三国志』巻十七張郃伝

� 表二 建安年間の将軍仮節
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梅
成
に
よ
る
反
乱
は
、『
資
治
通
鑑
』
で
は
建
安
十
四
年
に
繋
年
さ
れ
て
い
る
（
巻
六
十
六
）。

⑬�
遂
に
進
み
て
山
下
に
到
り
て
営
を
安
ん
ず
。
之
を
攻
め
，（
陳
）
蘭
・（
梅
）
成
の
首
を
斬
り
，
尽
く
其
の
衆
を
虜
に
す
。
太
祖
，

諸
将
の
功
を
論
じ
，
曰
く
，
天
山
に
登
り
，
峻
険
を
履
み
，
以
て
蘭
・
成
を
取
る
は
，
盪
寇
の
功
な
り
と
。
邑
を
増
し
，
節
を

仮
す
。�

（『
三
国
志
』
巻
十
七　

張
遼
伝
）

張
遼
へ
の
仮
節
は
、
前
章
で
触
れ
た
興
平
年
間
以
降
の
事
例
と
同
様
に
、
恩
賞
と
し
て
の
意
味
合
い
も
強
い
の
で
あ
る
。
続
い
て
、

折
衝
将
軍
の
楽
進
の
事
例
で
あ
る
。

⑭�

又
た
劉
備
の
臨
沮
長
の
杜
普
・
旌
陽
長
の
梁
大
を
討
ち
て
，
皆
な
大
い
に
之
を
破
る
。
後
に
孫
権
を
征
す
る
に
従
う
。
進
に
節

を
仮
す
。
太
祖
還
り
，
進
を
留
め
て
張
遼
、
李
典
と
与
に
合
肥
に
屯
せ
し
む
。
邑
五
百
を
増
し
，
前
と
并
せ
て
凡
そ
千
二
百
戸
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十
七　

楽
進
伝
）

史
料
中
の
「
孫
権
を
征
す
」
と
は
、
建
安
十
三
年
十
二
月
（『
三
国
志
』
武
帝
紀
）
の
赤
壁
の
会
戦
の
こ
と
を
指
す
こ
と
疑
い
な
い
。

そ
し
て
、
楽
進
が
張
遼
・
李
典
と
と
も
に
合
肥
に
駐
屯
し
た
の
は
、『
資
治
通
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
建
安
十
四
年
の
で
き
ご
と
で
あ
る

（
巻
六
十
六
）。
つ
ま
り
、
楽
進
に
節
が
仮
さ
れ
た
時
期
は
、
建
安
十
三
年
の
十
二
月
か
ら
建
安
十
四
年
に
か
け
て
の
頃
に
な
る
。
さ

き
に
挙
げ
た
張
遼
伝
で
は
、
増
邑
と
仮
節
が
同
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
楽
進
へ
の
仮
節
も
建
安
十
四
年
で
あ
る
蓋
然
性

が
極
め
て
高
い
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
建
安
十
四
年
に
、
合
肥
に
お
い
て
、
張
遼
と
楽
進
と
い
う
二
人
の
将
軍
仮

節
が
同
時
期
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、
前
に
触
れ
た
将
軍
仮
節
が
諸
将
軍
を
統
率
す
る
最
高
司
令
官
と
い
う
性
質

を
帯
び
る
と
い
う
大
庭
氏
の
学
説
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
節
で
再
び
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
次
の
事
例
を
見
て
お
こ
う
。

于
禁
の
仮
節
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
史
料
⑩
で
触
れ
て
お
い
た
。
于
禁
が
朱
霊
の
営
を
奪
っ
た
の
は
、
陳
蘭
と
梅
成
を
討
伐
し
た

後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
、
于
禁
は
左
将
軍
に
昇
格
し
、
節
と
鉞
を
仮
さ
れ
た
。
張
遼
の
事
例
で
触
れ
た
よ
う
に
陳
蘭
と
梅
成
の
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討
伐
は
、
建
安
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
于
禁
の
仮
節
は
、
建
安
十
四
年
か
ら
ほ
ど
な
く
の
時
期
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

建
安
十
六
年
か
ら
ほ
ど
な
く
の
時
期
に
、
曹
仁
に
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
。
建
安
十
六
（
二
一
一
）
年
に
勃
発
し
た
田
銀
・
蘇
伯
の

反
乱
を
鎮
圧
し
た
功
績
に
よ
り（

（2
（

、
曹
仁
は
行
征
南
将
軍
と
な
り
、
節
が
仮
さ
れ
た
。

⑮�

太
祖
，
馬
超
を
討
ち
，
仁
を
以
て
行
安
西
将
軍
と
し
，
諸
将
を
督
し
潼
関
に
拒
が
し
む
。
超
を
渭
南
に
破
る
。
蘇
伯
、
田
銀
反
し
，

仁
を
以
て
行
驍
騎
将
軍
と
し
，
七
軍
を
都
督
し
て
銀
等
を
討
た
し
め
，
之
を
破
る
。
復
た
仁
を
以
て
行
征
南
将
軍
と
し
，
節
を

仮
す
。
樊
に
屯
し
，
荊
州
を
鎮
せ
し
む
。�

（『
三
国
志
』
巻
九　

曹
仁
伝
）

こ
こ
で
、
曹
仁
は
行
驃
騎
将
軍
と
し
て
、
七
軍
を
都
督
し
て
い
る
。
曹
操
の
側
近
が
軍
や
将
軍
を
率
い
る
事
例
は
他
に
も
見
え
る
。

⑯�

十
七
年
，
太
祖
乃
ち
鄴
に
還
り
，
淵
を
以
て
行
護
軍
将
軍
と
し
，
朱
霊
、
路
招
等
を
督
し
長
安
に
屯
せ
し
む
。
南
山
賊
の
劉
雄

を
撃
破
し
，
其
の
衆
を
降
す
。�

（『
三
国
志
』
巻
九　

夏
侯
淵
伝
）

夏
侯
淵
は
建
安
十
七
（
二
一
二
）
年
に
朱
霊
、
路
招
等
を
督
し
て
い
た
。
夏
侯
淵
に
は
、
建
安
十
九
（
二
一
四
）
年
に
節
が
仮
さ
れ

て
い
る
（『
三
国
志
』
夏
侯
淵
伝
）。
な
お
、
森
本
氏
は
、
曹
仁
・
夏
侯
淵
が
別
部
司
馬
を
本
官
と
す
る
将
軍
代
行
と
し
て
、
諸
将
を

率
い
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
両
名
が
諸
将
を
率
い
た
こ
と
は
、
曹
操
自
身
が
担
当
で
き
な
い
戦
線
に
お

い
て
別
動
部
隊
の
長
と
し
て
諸
将
の
上
に
立
つ
と
い
う
、
ま
さ
に
別
部
司
馬
と
し
て
の
働
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
他
の

将
軍
ま
で
も
指
揮
下
に
入
れ
る
曹
操
軍
団
の
別
部
司
馬
は
、
そ
の
権
限
が
飛
躍
的
に
拡
大
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
別
部

司
馬
の
運
用
方
法
が
後
に
制
度
化
さ
れ
て
「
都
督
」
と
な
る
（
森
本
二
〇
一
二
、一
七
頁
）。
こ
の
森
本
氏
の
見
解
を
首
肯
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
督
軍
使
者
が
被
監
督
者
よ
り
も
官
秩
が
低
い
の
は
、
漢
代
以
来
常
に
そ
う
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
別
部
司
馬
が
権
限
を
拡
張
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
別
部
司
馬
を
本
官
と
す
る
使
者
の
権
限
と

見
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。　
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加
え
て
、
建
安
二
十
四
（
二
一
九
）
年
に
は
、
徐
晃
と
張
郃
に
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
。
徐
晃
は
建
安
二
十
四
年
ま
で
に
、
夏
侯
淵

と
と
も
に
、
劉
備
を
陽
平
で
防
ぎ
撃
退
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
徐
晃
に
節
が
仮
さ
れ
た
（『
三
国
志
』
巻
十
七
徐
晃
伝
）。

一
方
で
、
張
郃
は
、
建
安
二
十
（
二
一
五
）
年
の
年
末
に
張
魯
が
曹
操
に
降
伏
し
て
以
降
、
夏
侯
淵
ら
と
と
も
に
、
漢
中
を
守
備
し
、

劉
備
を
防
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
建
安
二
十
四
年
正
月
に
、
こ
の
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
。
漢
中
防
衛
の
総
司
令
官
で
あ
っ
た

夏
侯
淵
が
劉
備
と
の
戦
い
で
命
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
（『
三
国
志
』
巻
一
武
帝
紀
）。
新
た
な
総
司
令
官
を
選
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、

夏
侯
淵
の
司
馬
で
あ
っ
た
郭
淮
が
張
郃
を
推
薦
し
た
。
そ
の
結
果
、
曹
操
は
張
郃
に
節
を
仮
し
て
い
る
。

⑰�

是
の
時
に
當
り
て
，
新
た
に
元
帥
を
失
い
，
備
の
乗
ず
る
所
と
為
る
を
恐
れ
て
，
三
軍
皆
な
色
を
失
う
。
淵
の
司
馬
の
郭
淮
乃

ち
衆
に
令
し
て
曰
く
，
張
将
軍
，
国
家
の
名
将
，
劉
備
の
憚
る
所
た
り
。
今
日
事
急
に
し
て
，
張
将
軍
に
非
ざ
れ
ば
安
ん
ず
る

能
わ
ざ
る
な
り
。
遂
に
郃
を
推
し
て
軍
主
と
為
す
。
郃
出
で
て
，
兵
を
勒
し
て
陳
を
安
ん
じ
，
諸
将
皆
な
郃
の
節
度
を
受
く
。

衆
心
乃
ち
定
む
。
太
祖
，
長
安
に
在
り
て
，
使
を
遣
わ
し
て
郃
に
節
を
仮
す
。�

（『
三
国
志
』
巻
十
七　

張
郃
伝
）

山
口
氏
は
、
張
郃
へ
の
仮
節
の
事
例
は
、
節
が
諸
将
軍
た
ち
の
総
司
令
官
を
示
す
と
い
う
大
庭
氏
の
将
軍
仮
節
に
対
す
る
学
説
が
三

国
魏
で
も
成
り
立
つ
根
拠
の
一
つ
と
み
な
す
（
山
口
二
〇
一
七
a
）。
た
だ
し
、
一
点
問
題
が
存
在
す
る
。
張
郃
は
、
建
安
二
十
四

年
正
月
以
降
に
仮
節
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
期
の
漢
中
防
衛
の
諸
軍
中
に
、
同
じ
く
節
を
仮
さ
れ
た
徐
晃
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
建
安
十
四
年
の
仮
節
事
例
と
同
様
に
大
庭
氏
の
将
軍
仮
節
の
学
説
に
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節　

建
安
十
四
年
以
降
の
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
と
都
督

ま
ず
建
安
二
十
四
年
の
陽
平
に
駐
屯
し
た
張
郃
・
徐
晃
の
事
例
を
考
え
よ
う
。『
三
国
志
』
の
武
帝
紀
と
徐
晃
伝
よ
り
、
建
安

二
十
四
年
正
月
以
降
の
徐
晃
の
動
き
は
以
下
の
よ
う
に
復
元
で
き
る
。
三
月
に
曹
操
が
陽
平
に
赴
き
、
漢
中
諸
軍
を
再
編
成
し
、
七
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月
に
、
徐
晃
は
関
羽
に
包
囲
さ
れ
た
樊
城
に
籠
城
す
る
曹
仁
の
救
援
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
張
郃
・
徐
晃
の
二
将

軍
へ
の
仮
節
と
大
庭
氏
の
学
説
を
矛
盾
な
く
解
釈
す
る
た
め
に
は
、以
下
の
二
通
り
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、

張
郃
へ
の
仮
節
は
厳
密
に
い
え
ば
、
夏
侯
淵
の
死
後
で
あ
る
と
し
か
史
書
に
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
曹
仁
救
援
の
た
め
に
徐
晃
が

樊
城
に
派
遣
さ
れ
た
後
に
、
張
郃
に
節
が
仮
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
張
郃
に
節
が
仮
さ
れ
た
後
に
、
徐

晃
に
仮
さ
れ
た
節
が
回
収
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
可
能
性
の
内
、
ど
ち
ら
か
が
成
立
す
れ
ば
、
張
郃
・
徐
晃

の
事
例
と
大
庭
説
と
を
矛
盾
な
く
解
釈
で
き
よ
う
。

ま
ず
、
第
一
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
確
か
に
、
徐
晃
が
漢
中
を
離
れ
た
後
に
、
張
郃
に
節
が
仮
さ
れ
た
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
建
安
十
四
年
以
降
に
は
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
同
一
の
駐
屯
地
に
複
数
の
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
が
存

在
す
る
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
張
遼
と
楽
進
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
建
安
二
十
二
（
二
一
七
）
年
の
居
巣
に
お
け
る
夏
侯
惇
・

曹
仁
・
張
遼
・
臧
霸
の
事
例
、
建
安
二
十
四
年
の
樊
城
に
お
け
る
曹
仁
・
于
禁
の
事
例
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
か
ら
、
や
は
り
大
庭

氏
の
学
説
は
建
安
十
四
年
以
降
に
お
い
て
、
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
建
安
二
十
二
年
の
居
巣
に
お
け
る
夏
侯
惇
・
曹
仁
・
臧
霸
・
張
遼
の
事
例
を
検
討
し
よ
う
。

⑱�

二
十
二
年
春
正
月
，
王
，
居
巣
に
軍
す
。
二
月
，
軍
を
進
め
て
江
西
の
郝
渓
に
屯
す
。
権
，
濡
須
口
に
在
り
て
築
城
し
拒
守
す
。

遂
に
逼
り
て
之
を
攻
め
，
権
，
退
走
す
。
三
月
，
王
，
軍
を
引
き
て
還
る
。
夏
侯
惇
・
曹
仁
・
張
遼
等
を
留
め
て
居
巣
に
屯
せ

し
む
。�

（『
三
国
志
』
巻
一　

武
帝
紀
）

⑲�

二
十
一
年
，
孫
権
を
征
す
る
に
従
い
て
還
る
。
惇
を
し
て
二
十
六
軍
を
都
督
し
，
居
巣
に
留
め
し
む
。

�

（『
三
国
志
』
巻
九　

夏
侯
惇
伝
）

⑳�

太
祖
之
を
善
し
と
し
，
揚
威
将
軍
を
拝
す
。
節
を
仮
す
。
後
に
権
，
降
る
を
乞
う
。
太
祖
還
り
，
霸
を
留
め
て
夏
侯
惇
等
と
与
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に
居
巣
に
屯
せ
し
む
。�

（『
三
国
志
』
巻
十
八　

臧
霸
伝
）

こ
の
三
種
の
史
料
を
総
合
す
れ
ば
、
建
安
二
十
二
年
の
居
巣
に
お
い
て
、
夏
侯
惇
は
、
す
で
に
節
を
仮
さ
れ
て
い
た
曹
仁
・
張
遼
・

臧
霸
を
自
身
の
管
轄
下
に
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
、
注
意
す
べ
き
は
、
夏
侯
惇
が
建
安
二
十
二
年
時
点
で
仮

節
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
節
を
仮
さ
れ
て
い
な
い
夏
侯
惇
が
持
節
し
て
い
る
諸
将
軍
を
統
括
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
夏
侯
惇

が
二
十
六
軍
を
都
督
す
る
根
拠
は
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
曹
操
の
命
令
も
し
く
は
皇
帝
の
詔
書
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ

ろ
う
。
た
と
え
、
夏
侯
惇
へ
の
仮
節
が
史
料
上
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
節
を
有
し
て
い
た
場
合
で
も
、
節
を
有
す
る
将
軍

が
節
を
有
す
る
将
軍
を
都
督
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
は
、
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
が
必
ず
し
も
諸
将
軍
中
の
総
司
令

官
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
端
的
に
意
味
し
よ
う
。
夏
侯
惇
が
節
を
仮
さ
れ
て
い
た
か
否
か
に
拘
ら
ず
、
諸
将
軍
中
の
総
司
令

官
に
な
れ
る
と
い
う
節
の
価
値
は
相
対
的
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
建
安
二
十
四
年
の
樊
城
に
お
け
る
曹
仁
・
于
禁
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。

21�

還
り
て
樊
に
屯
す
。
即
ち
征
南
将
軍
を
拝
す
。
関
羽
，
樊
を
攻
め
，
時
に
漢
水
暴
溢
し
，
于
禁
等
七
軍
皆
な
没
す
。
禁
，
羽
に

降
る
。�

（『
三
国
志
』
巻
九　

曹
仁
伝
）

22�

建
安
二
十
四
年
，
太
祖
，
長
安
に
在
り
，
曹
仁
を
し
て
関
羽
を
樊
に
討
た
し
む
。
又
た
禁
を
遣
わ
し
て
仁
を
助
け
し
む
。
秋
，

大
い
に
霖
雨
し
，
漢
水
溢
れ
，
平
地
の
水
数
丈
，
禁
等
の
七
軍
皆
な
没
す
。
…
…
禁
，
遂
に
降
る
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十
七　

于
禁
伝
）

前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
曹
仁
は
建
安
十
八
年
に
節
が
仮
さ
れ
、
于
禁
は
建
安
十
四
年
後
程
な
く
の
時
期
に
節
と
鉞
が
仮
さ
れ
て
い

る
。
鉞
は
、
通
常
節
よ
り
も
さ
ら
に
強
大
な
権
限
が
将
軍
に
賦
与
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が（

（2
（

、
建
安
二
十
四
年
の
時
点
で
、
于
禁
は
七

軍
を
率
い
て
曹
仁
の
補
助
を
行
っ
て
い
た
。
雷
家
驥
氏
は
曹
仁
と
于
禁
の
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
曹
仁
は
直
属
の
本
軍
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を
統
率
し
、
加
え
て
別
部
諸
軍
を
督
し
、
樊
城
に
お
け
る
会
戦
の
統
帥
で
あ
っ
た
。
于
禁
に
至
っ
て
は
わ
ず
か
に
別
部
隊
の
主
帥
で

あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
督
す
る
七
軍
は
僅
か
に
そ
の
別
部
隊
で
あ
る
の
み
で
あ
る
（
雷
二
〇
〇
八
、四
九
～
五
一
頁
）。
こ
こ
で
、
将

軍
仮
節
に
新
た
な
意
味
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
建
安
十
四
年
以
降
の
節
は
、
諸
将
軍
中
の
総
司
令
官
に
仮
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

別
動
軍
を
率
い
て
い
る
将
軍
に
も
仮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
建
安
十
三
年
に
赤
壁
の
会
戦
で
敗
北
し
て
以
降
、

曹
操
軍
の
防
衛
線
は
拡
大
し
た
。
そ
の
た
め
、
防
衛
の
責
を
負
う
諸
将
軍
が
一
箇
所
に
常
に
駐
屯
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

随
時
別
働
隊
を
派
遣
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
別
働
隊
の
主
帥
は
、
常
に
駐
屯
地
の
総
司
令
官
の
指
示
を
仰
ぐ
わ
け
に
は
い
か
ず
、
便

宜
に
敵
軍
に
対
処
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
に
、
別
動
軍
の
主
帥
に
も
節
が
仮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
、
同
一
の
駐
屯
地
に
仮
節
将
軍
が
二
人
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
状
況
に
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。
現
に
、
建
安
十
四
年
に
、
仮

節
将
軍
の
張
遼
と
楽
進
は
合
肥
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
張
遼
は
軍
を
率
い
て
夏
侯
惇
が
主
帥
で
あ
る
居
巣
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
建
安
二
十
四
年
に
、
仮
節
将
軍
の
張
郃
と
徐
晃
は
陽
平
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
徐
晃
は
樊
城
の
曹
仁
の
救

援
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
曹
操
期
の
建
安
十
四
年
以
降
の
将
軍
に
仮
さ
れ
る
節
の
意
味
の
変
化
は
、
曹
操
の
防
衛
体
制
の
状
況
変
化

と
密
接
に
関
連
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
述
の
見
解
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
第
二
の
可
能
性
、
つ
ま
り
将
軍
に
仮
さ
れ
た
節
は
回
収
さ
れ
る
の
か

否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
将
軍
に
仮
さ
れ
た
節
が
任
務
終
了
ご
と
に
定
期
的
に
回
収
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
上
記
の
同
一
駐
屯
地
に
複
数
の
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
が
存
在
し
た
と
い
う
考
察
は
完
全
に
破
綻
す
る
。
こ
の
問
題

を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
史
料
が
あ
る
。
所
謂
「
上
尊
号
碑
」
で
あ
る
。
こ
の
石
刻
史
料
の
内
容
は
、
魏
王
朝
の
諸
官
が
曹

操
の
後
継
者
で
あ
る
曹
丕
に
皇
帝
位
へ
の
就
任
を
求
め
た
上
奏
文
で
あ
る
。
立
碑
さ
れ
た
時
期
に
諸
説
あ
る
が
、
文
面
そ
の
も
の
は

漢
王
朝
滅
亡
寸
前
の
延
康
元
（
二
二
〇
）
年
、
つ
ま
り
黄
初
元
年
の
も
の
で
あ
ろ
う（

（2
（

。「
上
尊
号
碑
」
中
の
諸
官
中
に
は
節
が
仮
さ
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れ
た
将
軍
の
名
も
見
え
る
。
一
覧
に
し
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
史
料
中
で
は
い
ず
れ
も
仮
節
で
あ
っ
た
諸
将
軍
た
ち
が
例
外
な
く
使
持

節
に
な
っ
て
い
る
こ
と（

（2
（

、
及
び
延
康
元
年
に
節
が
仮
さ
れ
た
曹
真
・
曹
休
・
夏
侯
尚
、

仮
節
年
の
不
明
な
朱
霊
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
曹
仁
・
臧
霸
・
張
郃
・
徐
晃
・
張
遼

に
引
き
続
き
節
が
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
表
二
と
比
較
す
る
と
、
楽

進
・
于
禁
・
夏
侯
淵
・
孫
観
に
節
が
授
け
ら
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
。
前
に
触
れ

た
よ
う
に
、
于
禁
は
建
安
二
十
四
年
に
関
羽
に
投
降
し
て
お
り
、
孫
観
と
夏
侯
淵
は
そ

れ
ぞ
れ
建
安
二
十
二
年
、
二
十
四
年
に
戦
死
し
て
い
る（

（2
（

。
で
は
、
楽
進
の
状
況
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
楽
進
は
建
安
二
十
三
年
に
世
を
去
っ
て
い
る
た
め
（『
三
国
志
』
巻

十
七
楽
進
伝
）、「
上
尊
号
碑
」
に
は
名
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
上
尊
号
碑
」

に
見
え
る
節
を
所
持
す
る
将
軍
は
、
建
安
十
四
年
以
降
に
節
が
仮
さ
れ
て
生
き
残
っ
た

将
軍
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
一
度
将
軍
に
仮
さ
れ
た
節
が
再
度
中
央

に
回
収
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
張
遼
や
曹
仁
な
ど
の
事
例

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
恩
賞
と
し
て
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
至

極
当
然
の
こ
と
と
評
価
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
建
安
十
四
年
以
降
の
将
軍
仮
節
の
事

例
は
、黄
巾
の
乱
以
降
に
お
け
る
将
軍
仮
節
の
事
例
と
同
様
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
節
は
一
度
将
軍
に
授
与
さ
れ
た
ら
政
府
に
回
収
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同

一
地
点
に
節
を
仮
さ
れ
た
複
数
の
将
軍
が
駐
屯
す
る
こ
と
は
当
然
想
定
さ
れ
う
る
状
況

人名 初仮節年 碑文における官位・称号 出典

曹仁 建安二十三（218） 使持節・行都督督軍・車騎将軍 『三国志』巻九曹仁伝

曹真 延康元（220） 使持節・行都督督軍・鎮西将軍 『三国志』巻九曹真伝

曹休 延康元（220） 使持節・行都督督軍・領揚州刺史・征東将軍 『三国志』巻九曹休伝

夏侯尚 黄初元（220） 使持節・行都督督軍・征南将軍 『三国志』巻九夏侯尚伝

臧霸 建安二十二（217） 使持節・行都督督軍・徐州刺史・鎮東将軍 『三国志』巻十八臧霸伝

張郃 建安二十四（219） 使持節・左将軍 『三国志』巻十七張郃伝

徐晃 建安二十四（219） 使持節・右将軍 『三国志』巻十七徐晃伝

張遼 建安十四（209） 使持節・前将軍 『三国志』巻十七張遼伝

朱霊 不明 使持節・後将軍 『三国志』巻十七朱霊伝

� 表三 上尊号碑中の仮節将軍
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な
の
で
あ
る
。
で
は
、
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
が
必
ず
し
も
諸
将
軍
中
の
総
司
令
官
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
如
何
な
る
条
件
を

満
た
せ
ば
、
一
体
諸
将
軍
中
の
総
司
令
官
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
端
的
に
答
え
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
そ
の
条
件
の
一
つ
が
都

督
の
称
号
な
の
で
あ
る（

（3
（

。

23�

魏
略
に
曰
く
，（
夏
侯
）
淵
，
都
督
と
為
る
と
雖
も
，
劉
備
，（
張
）
郃
を
憚
り
て
淵
を
易
（
あ
な
ど
）
る
。

�

（『
三
国
志
』
巻
十
七　

張
郃
伝
裴
松
之
注
）

漢
中
軍
の
総
司
令
官
で
あ
っ
た
夏
侯
淵
は
都
督
の
称
号
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
中
防
衛
に
は
、

節
を
仮
さ
れ
た
徐
晃
も
夏
侯
淵
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
を
も
統
属
下
に
置
く
総
司
令
官
こ
そ
が
都
督

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、先
に
挙
げ
た
七
軍
を
都
督
し
た
曹
仁
（
史
料
⑮
）
や
二
十
六
軍
を
都
督
し
た
夏
侯
淵
（
史
料
⑲
）

の
事
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
諸
軍
を
都
督
す
る
者
こ
そ
が
、
そ
の
軍
の
総
司
令
官
な
の
で
あ
る（

（3
（

。
で
は
、
都
督
の
証
明
は
如
何

に
し
て
行
わ
れ
る
の
か
。

こ
こ
で
、
建
安
十
四
年
以
降
の
曹
操
の
命
令
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

24�

太
祖
復
た
還
り
，
将
軍
の
徐
商
・
呂
建
等
を
遣
わ
し
て
晃
に
詣
ら
し
む
。
令
し
て
曰
く
，
兵
馬
の
集
ま
り
至
る
を
須
ち
て
，
乃

ち
倶
に
前
（
す
す
）
め
と
。�

（『
三
国
志
』
巻
十
七　

徐
晃
伝
）

史
料
24
で
は
、
建
安
二
十
四
年
に
関
羽
に
攻
め
ら
れ
て
い
た
曹
仁
を
救
援
す
る
た
め
に
、
節
を
有
し
て
い
た
徐
晃
が
派
遣
さ
れ
た
際

に
、
曹
操
の
軍
令
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
持
節
の
将
軍
に
対
し
て
も
曹
操
は
軍
令
で
指
示
を
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
前
に
挙
げ
た
史
料
⑫
で
は
、
建
安
二
十
四
年
に
魏
諷
が
鄴
で
反
乱
を
起
こ
し
た
後
、
曹
操
は
別
の
中
尉
を
任
命
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
直
筆
で
令
を
書
い
て
い
る
。
祝
総
斌
氏
に
よ
れ
ば
、
官
吏
の
選
挙
は
、
漢
末
に
は
完
全
に
司
空
府
或
い
は
丞
相
府
東

曹
に
帰
し
、
漢
献
帝
の
尚
書
台
が
当
然
管
掌
す
べ
き
事
で
さ
え
も
掌
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
曹
操
の
令
は
、
皇
帝
の
詔
の
代
替
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と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
祝
一
九
九
〇
、一
四
九
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
曹
操
が
総
司
令
官
を
任
命
す
る
際
に
も
、
曹
操
の
命
令
も

し
く
は
曹
操
の
意
思
が
強
く
反
映
さ
れ
た
皇
帝
の
詔
書
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
張
郃
の
事
例
で
も
先
に
挙
げ
た
史
料

⑰
に
「
使
を
遣
わ
し
て
郃
に
節
を
仮
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
使
者
は
節
だ
け
で
な
く
、
曹
操
の
命
令
書
も
し
く
は
皇
帝
の
詔
も
携
帯

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
都
督
の
任
命
も
ま
た
、
夏
侯
惇
へ
の
仮
節
状
況
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て

加
味
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
曹
操
か
ら
の
命
令
文
書
も
し
く
は
曹
操
の
意
志
が
強
く
反
映
さ
れ
た
皇
帝
の
詔
書
に
よ
る
任
命
の
可
能

性
が
高
い
。

で
は
、
建
安
十
四
年
以
降
の
他
軍
を
都
督
す
る
将
軍
は
、
漢
代
以
降
の
督
軍
使
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
発
展
・
変
容
し
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、「
は
じ
め
に
」
で
課
題
に
挙
げ
た
都
督
制
度
の
創
設
過
程
に
つ
い
て
の
廖
氏
と
陳
氏
の
学
説
を
ど
の
よ
う

に
整
合
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
点
に
直
結
す
る
。
漢
代
の
督
軍
使
者
は
、
中
郎
将
・
御
史
な
ど
を
本
官
と
し
て
皇
帝
の
使
者
の
証
で

あ
る
節
と
詔
書
を
所
持
し
て
、
地
方
の
州
刺
史
・
郡
太
守
を
率
い
て
司
令
官
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
建
安
年
間
に
入
り
、
曹
操
が
実

権
を
握
る
と
、
建
安
十
三
年
ま
で
に
、
必
ず
し
も
節
を
授
与
さ
れ
な
い
督
軍
使
者
が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
使
者
の
本
官
は
、
い
ず
れ

も
侍
中
や
中
郎
将
な
ど
漢
代
以
来
の
使
者
に
多
く
見
ら
れ
た
官
で
あ
る
。
そ
の
使
者
が
地
方
の
軍
を
掌
握
し
た
根
拠
は
、
節
を
有
し

な
い
場
合
、
曹
操
の
命
令
文
書
も
し
く
は
曹
操
の
意
志
が
強
く
反
映
さ
れ
た
皇
帝
の
詔
書
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
後
漢
以
来
の

督
軍
使
者
制
度
の
枠
組
み
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
皇
帝
の
詔
書
だ
け
で
な
く
、
曹
操
の
命
令
を
も
権
威
の
象
徴
と
す
る
使
者
と
い
う

制
度
の
変
容
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
、「
都
督
」
す
る
と
い
う
動
詞
が
史
料
に
見
え
る
が
（
史
料
⑤
・
⑥
・
⑦
）、

こ
れ
は
後
代
の
都
督
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
都
督
す
る
官
は
い
ず
れ
も
中
郎
将
・
監
軍
校
尉
な
ど
の
非
将
軍
官
で
あ
り
、
後
代

の
将
軍
官
を
基
礎
と
す
る
都
督
と
は
異
な
り（

（3
（

、
軍
事
上
で
の
総
司
令
官
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
実
質
は
後
漢
の
督
軍
使
者
と
何
ら
異

な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
赤
壁
の
会
戦
に
敗
れ
た
後
、
長
大
な
防
衛
線
を
維
持
す
る
た
め
、
建
安
年
間
以
来
姿
を
消
し
て
い
た
将
軍
仮
節
制
度
が

復
活
す
る
。
節
が
仮
さ
れ
た
将
軍
を
率
い
る
た
め
に
総
司
令
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
官
は
、漢
代
の
中
郎
将
や
御
史
な
ど
で
は
な
く
、

将
軍
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
漢
末
の
将
軍
官
の
使
者
化
と
も
密
接
に
関
連
し
よ
う
。
曹
操
か
ら
派
遣
さ
れ
た
将
軍
は
、

本
来
軍
中
の
総
司
令
官
で
あ
る
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
を
も
統
属
下
に
入
れ
る
た
め
、
曹
操
の
命
令
書
も
し
く
は
皇
帝
の
詔
書
を
所
持

し
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
都
督
の
称
号
を
持
つ
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
漢
時
代
を
通
じ
て
、
は
じ
め
て
現
れ
る
事
例

で
あ
る（

（3
（

。

総
括
す
る
な
ら
ば
、
建
安
十
四
年
以
降
の
督
軍
使
者
制
度
と
い
う
の
は
、
後
漢
時
代
の
制
度
を
受
け
継
ぎ
、
変
容
さ
せ
な
が
ら
、

最
終
的
に
持
節
将
軍
が
持
節
将
軍
を
統
属
下
に
置
く
と
い
う
両
漢
を
通
じ
て
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
状
況
を
克
服
す
る
た
め
の
試
行

錯
誤
の
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
建
安
十
四
年
以
降
の
督
軍
使
者
制
度
は
、
建
安
二
十
五
（
二
二
〇
）
年
に
曹
操
が
世
を
去

り
、
同
年
十
月
に
三
国
魏
が
創
建
さ
れ
て
か
ら
、
都
督
制
度
と
し
て
定
着
・
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
の
考
証
に
よ
り
、
後
漢
中
期
か
ら
後
漢
末
期
の
曹
操
執
政
期
に
至
る
節
の
授
与
は
四
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
後
漢
中
期
よ
り
黄
巾
の
乱
に
至
る
ま
で
の
第
一
期
、
黄
巾
の
乱
よ
り
建
安
元
年
の
曹
操
登
場
に
至
る
ま
で
の
第
二
期
、
建

安
元
年
か
ら
建
安
十
四
年
ま
で
の
第
三
期
、
建
安
十
四
年
か
ら
曹
操
の
死
に
至
る
ま
で
の
第
四
期
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特

徴
を
見
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
第
一
期
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
一
期
は
、
御
史
や
中
郎
将
な
ど
が
節
を
授
与
さ
れ
、
使
者
と
し
て
州
郡
の
兵
か
ら
な
る
地



東洋文化研究 20 号　　26

方
軍
を
指
揮
し
て
い
た
。
節
を
有
す
る
使
者
が
最
高
司
令
官
で
あ
っ
た
。
第
一
期
は
、
後
漢
時
代
の
督
軍
使
者
制
度
の
最
も
典
型
的

な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
時
期
と
断
じ
て
誤
り
な
い
。

続
い
て
、
第
二
期
に
つ
い
て
述
べ
る
。
黄
巾
の
乱
が
勃
発
し
て
以
降
、
は
じ
め
て
将
軍
に
節
が
仮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
節
を

仮
さ
れ
た
将
軍
は
、
諸
将
軍
の
総
司
令
官
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
献
帝
即
位
後
に
、
節
は
単
に
時
の
権
力
者
の
敵
対
関
係
に
な
り
得

る
地
方
軍
閥
の
主
を
懐
柔
す
る
た
め
や
、
皇
帝
に
対
し
て
何
ら
か
の
功
績
を
有
す
る
者
へ
の
恩
賞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
節
の
意
味

に
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
か
ら
、
節
は
使
者
の
任
務
後
に
回
収
さ
れ
る
臨
時
的
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。

節
は
、
与
え
ら
れ
た
者
が
長
期
的
に
所
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
期
に
お
い
て
、
第
一
期
と
比
べ
て
、
使

者
に
与
え
ら
れ
る
節
の
役
割
変
化
と
節
の
重
要
性
の
低
下
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
第
三
期
に
つ
い
て
述
べ
る
。
王
朝
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
曹
操
や
袁
紹
を
除
き
、
新
規
に
節
を
発
布
す
る
こ
と
が
停
止

さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
使
者
は
、
第
一
期
と
同
様
に
、
将
軍
官
以
外
の
中
央
官
が
任
命
さ
れ
た
が
、
必
ず
し
も
全
て
の
使
者
に
節
が

授
与
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
使
者
は
、
節
が
あ
ろ
う
と
無
か
ろ
う
と
、
曹
操
の
命
令
書
も
し
く
は
曹
操
の

意
思
が
強
く
反
映
さ
れ
た
皇
帝
の
詔
書
を
有
す
れ
ば
軍
中
の
最
高
司
令
官
と
な
り
得
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
節
の
授
与
に
第
二

期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
恩
賞
と
し
て
の
性
質
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
第
一
期
へ
の
揺
り
戻
し
を
意
味
す
る
。

最
後
に
、
第
四
期
に
つ
い
て
述
べ
る
。
建
安
十
三
年
末
の
赤
壁
の
戦
い
の
敗
戦
に
よ
り
、
第
三
期
の
方
針
が
転
換
さ
れ
て
し
ま
い
、

節
が
多
く
諸
将
に
仮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
期
に
見
ら
れ
た
節
の
価
値
の
低
下
は
第
四
期
に
も
再
び
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
具

体
的
に
は
、
建
安
十
四
年
以
降
の
将
軍
仮
節
に
は
、
諸
将
軍
中
の
総
司
令
官
に
仮
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
別
動
軍
を
率
い
て
い
る
将

軍
に
も
仮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
今
度
は
、
持
節
将
軍
が
別
の
持
節
将
軍
を
統
治
下
に
置
く
と
い
う
、
曹
操

期
以
前
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
が
現
れ
る
。
し
か
も
、
節
を
仮
さ
れ
て
い
な
い
と
思
し
き
将
軍
が
節
を
有
す
る
将
軍
を
統
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属
下
に
置
く
よ
う
な
事
態
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
軍
中
の
総
司
令
官
は
、
節
の
有
無
に
拘
ら
ず
、
曹
操
の
命
令
書
も

し
く
は
曹
操
の
意
思
が
強
く
反
映
さ
れ
た
皇
帝
の
詔
書
に
よ
っ
て
、
派
遣
さ
れ
た
使
者
が
持
節
将
軍
を
管
轄
下
に
置
く
と
い
う
状
況

が
頻
発
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
曹
操
没
後
に
息
子
の
文
帝
が
漢
よ
り
禅
譲
さ
れ
、
都
督
制
度
が
制
度
化
さ
れ
る
。
曹
操
没
後
に

文
帝
が
如
何
に
都
督
を
制
度
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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史
論
集
』
二
。

森
本　

淳
二
〇
一
二	

『
三
国
軍
制
と
長
沙
呉
簡
』、
汲
古
書
院
。
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山
口
正
晃
二
〇
〇
一	

「
都
督
制
の
成
立
」、『
東
洋
史
研
究
』
六
〇
―
二
。

　
　
　
　

二
〇
一
七
a	

「
曹
魏
お
よ
び
西
晋
に
お
け
る
都
督
と
将
軍
」、『
大
手
前
大
学
論
集
』
一
七
。

　
　
　
　

二
〇
一
七
b	

「
将
軍
か
ら
都
督
へ
：
都
督
制
に
対
す
る
誤
解
」、『
東
洋
史
研
究
』
七
六
―
一
。

渡
辺
信
一
郎
二
〇
一
〇	

『
中
国
古
代
の
財
政
と
国
家
』、
汲
古
書
院
。

【
中
国
語
】

陳
琳
国
一
九
九
四	

『
魏
晋
南
北
朝
政
治
制
度
研
究
』、
文
津
出
版
。

　
　
　

一
九
九
六	

�「
曹
魏
都
督
制
的
淵
源
和
定
型
：
兼
論
中
央
和
地
方
的
関
係
」、『
北
京
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』

一
九
九
六
―
五
。

陳
仲
安
・
王
素
一
九
九
三	

『
漢
唐
職
官
制
度
研
究
』、
中
華
書
局
。

何
茲
全
二
〇
〇
六	

『
中
国
史
総
論
』、
中
華
書
局
。

雷
家
驥
二
○
〇
八	

「
督
軍
制
、
都
督
制
的
発
展
論
西
魏
北
周
之
統
帥
権
」、『
中
国
中
古
史
研
究
』
八
。

廖
伯
源
一
九
九
七	

『
歴
史
与
制
度
：
漢
代
政
治
制
度
試
釈
』、
台
湾
商
務
院
書
館
。

　
　
　

二
〇
〇
三	

『
秦
漢
史
論
叢
』、
五
南
図
書
出
版
。

　
　
　

二
〇
〇
六	

『
使
者
与
官
制
演
変
：
秦
漢
皇
帝
使
者
考
論
』、
文
津
出
版
。

唐
長
孺
二
〇
一
一
a	

『
魏
晋
南
北
朝
史
論
拾
遺
』（『
唐
長
孺
文
集
』
二
）、
中
華
書
局
。

　
　
　

二
〇
一
一
b	

『
魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
』（『
唐
長
孺
文
集
』
一
）、
中
華
書
局
。

楊
鴻
年
二
〇
〇
五	

『
漢
魏
制
度
叢
考
』、
武
漢
大
学
出
版
社
。

閻
歩
克
二
○
○
二	

『
品
位
与
職
位
：
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
官
階
制
度
研
究
』、
中
華
書
局
。
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張
小
穏
二
〇
一
〇	

『
魏
晋
南
北
朝
地
方
官
等
級
管
理
制
度
研
究
』、
九
州
出
版
社
。

張　

焯
一
九
九
四	

「
従
東
漢
督
軍
制
度
到
魏
晋
都
督
制
」、『
史
学
月
刊
』
一
九
九
四
―
六
。

祝
総
斌
一
九
九
〇	

『
両
漢
魏
晋
南
北
朝
宰
相
制
度
研
究
』、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

註（
1
）�	

軍
内
部
の
都
督
に
は
、
帳
下
都
督
な
ど
が
あ
る
。
帳
下
都
督

に
つ
い
て
は
川
合
一
九
八
九
参
照
。

（
2
）�	

「
持
節
都
督
，無
定
員
。
前
漢
遣
使
，始
有
持
節
。
光
武
建
武
初
，

征
伐
四
方
，
始
権
時
置
督
軍
御
史
，
事
竟
罷
。
建
安
中
，
魏
武

帝
為
相
，
始
遣
大
将
軍
督
軍
。
二
十
一
年
，
征
孫
権
還
，
夏
侯

惇
督
二
十
六
軍
是
也
。
魏
文
帝
黄
初
二
年
，
始
置
都
督
諸
州
軍

事
，
或
領
刺
史
」。

（
3
）�	

「
魏
、
晋
世
州
牧
隆
重
，
刺
史
任
重
者
為
使
持
節
都
督
，
軽

者
為
持
節
督
，
起
漢
従
帝
時
，
御
史
中
丞
馮
赦
討
九
江
賊
，
督

揚
、
徐
二
州
軍
事
，
而
何
、
徐
宋
志
云
起
魏
武
遣
諸
州
将
督
軍
，

王
珪
之
職
儀
云
起
光
武
，
並
非
也
」。

（
4
）�	

「
沈
約
宋
書
曰
，
初
，
漢
宣
帝
置
西
域
都
護
，
以
加
騎
都
尉
，

若
諫
大
夫
，
護
西
域
諸
国
。
光
武
建
武
初
，
始
有
督
軍
諸
使
。

至
献
帝
建
安
中
，
魏
武
相
漢
，
遣
大
将
外
出
督
十
軍
二
十
軍
者
，

始
号
都
督
」。

（
5
）�	 

張
焯
氏
も
ま
た
、
上
記
の
三
史
料
よ
り
、
都
督
が
後
漢
時

代
の
督
軍
制
度
よ
り
発
展
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
張
焯

一
九
九
四
）。

（
6
）�	

石
井
仁
氏
も
ま
た
、
州
刺
史
が
有
す
る
行
政
上
の
監
察
権
、

監
軍
使
者
が
兼
任
す
る
軍
事
上
の
監
察
権
、
将
軍
帯
号
に
よ
る

軍
政
・
軍
令
権
を
全
て
兼
ね
備
え
る
州
牧
制
を
経
て
都
督
制
度

が
成
立
し
て
い
っ
た
と
す
る
（
石
井
一
九
九
二
b
）。

（
7
）�	

節
の
形
状
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
楊
鴻
年
氏
や
大
庭
脩
氏

の
考
察
を
参
照
さ
れ
た
い
（
楊
二
〇
〇
五
、二
七
七
～
二
七
八

頁
／
大
庭
一
九
八
二
、四
二
二
～
四
二
五
頁
）。

（
8
）�	

廖
伯
源
氏
に
よ
れ
ば
、
安
帝
・
順
帝
以
後
に
、
中
郎
将
が
徐
々

に
主
要
な
領
兵
征
伐
の
将
官
と
な
る（
廖
二
〇
○
三
、七
四
頁
）。

（
9
）�	

興
平
元
年
に
行
驃
騎
将
軍
事
（
驃
騎
将
軍
の
事
務
代
行
）
の

朱
儁
が
持
節
し
て
い
る
（『
後
漢
書
』
列
伝
第
六
十
一
朱
儁
伝
）。

朱
儁
は
結
局
使
者
と
し
て
出
立
し
な
か
っ
た
た
め
、
一
覧
よ
り

除
外
す
る
。

（
10
）�	

厳
密
に
言
え
ば
、
王
邑
は
当
時
、
河
東
太
守
で
あ
る
だ
け
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で
将
軍
号
が
授
与
さ
れ
た
明
文
は
な
い
。
し
か
し
、
建
安
十

（
二
〇
五
）
年
に
杜
畿
が
王
邑
に
代
わ
り
河
東
太
守
に
就
任
し

た
後
、
鍾
繇
の
上
奏
文
中
に
「
故
鎮
北
将
軍
・
領
河
東
太
守
・

安
陽
亭
侯
王
邑
」（『
三
国
志
』
巻
十
三
鍾
繇
伝
引
魏
略
）
と
あ

る
。
少
な
く
と
も
建
安
十
年
ま
で
に
将
軍
号
が
王
邑
に
授
与
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
興
平
二
年
か
ら
建
安
元
年
ま
で
の
他
の

四
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
王
邑
も
同
時
期
に
将
軍
号
が
授

与
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
11
）�	

後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
延
康
元
（
二
二
〇
）
年
の
時
期
の

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
上
尊
号
碑
」
上
で
は
、
張
郃
・
徐
晃

な
ど
が
将
軍
で
使
持
節
と
な
っ
て
い
る
（
本
稿
表
三
参
照
）。

使
持
節
の
本
来
の
意
味
は
、「
為
使
而
持
節
」（『
漢
書
』
巻

十
二
平
帝
紀
顔
師
古
注
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
官
が
使
者

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
漢
末
は
、
将
軍
が
使
者
と
な
る

過
渡
期
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
12
）�	

大
庭
脩
氏
も
同
様
に
李
傕
に
追
随
し
よ
う
と
し
た
劉
表
、
袁

術
が
李
傕
よ
り
将
軍
仮
節
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
た
と
解
釈
し
て

い
る
（
大
庭
一
九
八
二
、四
四
八
頁
）。

（
13
）�	

一
方
で
、
漢
末
か
ら
三
国
魏
に
か
け
て
、
将
軍
官
に
秩
禄
が

設
定
さ
れ
、
徐
々
に
将
軍
号
の
序
列
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

も
軽
視
す
べ
き
で
な
い
。
閻
歩
克
二
〇
〇
二
、四
二
五
頁
参
照
。

（
14
）�	

張
小
穏
氏
は
、『
三
国
志
』
巻
十
二
崔
琰
伝
裴
松
之
注
所
引

呉
書
「
劉
表
亡
，
曹
公
向
荊
州
。
表
子
琮
降
，
以
節
迎
曹
公
，

諸
将
皆
疑
詐
，
曹
公
以
問
子
伯
。
子
伯
曰
，
天
下
擾
攘
，
各
貪

王
命
以
自
重
，
今
以
節
来
，
是
必
至
誠
。
曹
公
曰
，
大
善
」
を

根
拠
と
す
る
。
劉
琮
の
降
伏
は
建
安
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

劉
琮
に
節
が
仮
さ
れ
て
い
る
記
録
は
無
い
た
め
、
こ
れ
は
劉
表

の
節
を
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
15
）�	

袁
紹
に
は
、
建
安
二
年
（
一
九
七
）
三
月
に
節
が
仮
さ
れ
て

い
る
。
建
安
二
年
と
い
う
年
は
、
正
月
に
、
曹
操
が
張
済
に
敗

れ
て
、
長
子
曹
昴
を
失
い
（『
三
国
志
』
巻
一
武
帝
紀
）、
春
の

間
に
は
、袁
術
が
皇
帝
を
僭
称
す
る（『
後
漢
書
』献
帝
紀
）な
ど
、

曹
操
に
と
っ
て
は
多
難
な
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
袁
紹
へ
の
仮
節
に
、
曹
操
か
ら
の
懐
柔
の
意
思
が
明

確
に
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

（
16
）�	

小
尾
孟
夫
氏
も
三
伝
に
見
え
る
「
都
督
」
の
内
容
は
、
い
ず

れ
も
軍
事
的
な
事
柄
が
中
心
に
な
る
と
考
え
て
い
る
（
小
尾

二
〇
〇
一
、三
一
～
三
二
頁
）。

（
17
）�	

曹
操
期
の
地
方
軍
に
つ
い
て
、
竹
園
卓
夫
氏
は
、
泰
山
郡
・

汝
南
郡
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
河
東
郡
に
軍
隊
が
存
在
し
た
こ
と

を
論
証
す
る
（
竹
園
一
九
八
六
）。

（
18
）�	

曹
操
軍
団
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
川
勝
義
雄
一
九
八
二
、五

井
直
弘
一
九
五
六
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

（
19
）�	
雷
氏
も
ま
た
、
曹
操
期
の
使
者
は
、
献
帝
で
は
な
く
、
曹

操
、
最
終
的
に
は
丞
相
府
が
派
遣
し
た
使
者
と
見
な
す
（
雷

二
〇
〇
八
、四
八
～
四
九
頁
）。
曹
操
が
丞
相
に
な
っ
た
の
は
、
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建
安
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
は
、
将
軍
府
も

し
く
は
司
空
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

（
20
）�	
曹
操
時
期
の
科
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
秀
三
二
〇
〇
三
、五
七

～
五
八
頁
参
照
。

（
21
）�	

戸
調
制
の
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
漢
代
の
調
と
の
関
連
を

指
摘
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
唐
長
孺
二
〇
一
一
b
、
五
五
～

六
一
頁
や
渡
辺
信
一
郎
二
〇
一
〇
、二
五
一
～
二
五
三
頁
参
照
。

（
22
）�	

何
茲
全
氏
も
袁
氏
の
討
滅
か
ら
赤
壁
ま
で
に
、
新
た
な
軍
事

統
治
の
方
策
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

曹
操
が
献
帝
を
迎
え
て
許
に
都
を
置
き
、
天
子
を
擁
し
て
諸

侯
に
命
令
を
下
し
た
。
特
に
官
渡
の
戦
い
で
袁
紹
を
打
ち
破

り
、
冀
・
并
・
青
州
を
取
得
し
た
後
、
曹
操
の
統
治
区
は
は
じ

め
て
国
家
規
模
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
局
面
は
拡
大
し
、
曹
操

は
以
前
の
よ
う
に
大
部
の
軍
隊
を
率
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
地
に
征

戦
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
留
屯
の
方
法
が
生

み
出
さ
れ
た
。
一
地
方
を
平
定
し
た
後
、
一
部
の
軍
隊
を
そ
こ

に
駐
屯
さ
せ
続
け
、
併
せ
て
一
人
を
総
帥
に
任
じ
て
、
管
轄

区
内
の
諸
軍
を
統
括
さ
せ
た
。
こ
の
種
の
留
屯
制
が
、
実
際

は
魏
晋
以
降
に
盛
行
し
た
都
督
諸
軍
制
の
濫
觴
で
あ
る
（
何

二
〇
〇
六
、六
四
〇
～
六
四
一
頁
）。

（
23
）�	

灊
・
六
の
二
県
の
解
釈
に
つ
い
て
、『
三
国
志
』
巻
十
七
張

遼
伝
で
は
、「
氐
六
県
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、銭
大
昕
『
諸

子
拾
遺
』
巻
一
張
遼
伝
で
は
繁
欽
「
征
天
山
賦
」
を
引
用
し
て
、

「
灊
・
六
県
」
を
是
と
す
る
。
本
稿
も
銭
大
昕
の
説
に
従
う
。

（
24
）�	

廬
弼
『
三
国
志
集
解
』
曹
仁
伝
に
よ
る
と
、
田
銀
・
蘇
伯
の

反
乱
は
建
安
十
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
反
乱
は
即
座
に
鎮
圧
さ

れ
た
。『
三
国
志
』
巻
二
十
三
常
林
伝
、
巻
十
一
国
淵
伝
参
照
。

（
25
）�	

鉞
に
つ
い
て
は
、
大
庭
一
九
八
二
、三
六
五
～
三
七
〇
頁
及

び
廖
二
〇
〇
六
、一
九
八
～
一
九
九
頁
。

（
26
）�	

張
小
穏
氏
も
ま
た
将
軍
仮
節
の
特
徴
を
将
軍
が
持
つ
指
揮
権

と
節
が
有
す
る
発
兵
権
と
併
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
区
の
限
定

も
受
け
ず
、
活
発
性
を
有
す
る
と
す
る
（
張
二
○
一
○
、
一
○

九
～
一
一
一
頁
）。

（
27
）�	

「
上
尊
号
碑
」
の
碑
文
の
年
代
に
関
す
る
諸
研
究
に
つ
い
て

は
、
唐
長
孺
氏
が
整
理
し
て
い
る
（
唐
二
〇
一
一
a
、
一
二
七

～
一
二
八
頁
）。

（
28
）�	

大
庭
氏
は
、
三
国
魏
の
時
代
に
は
、
後
代
の
使
持
節
・
持

節
・
仮
節
の
差
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
（
大
庭

一
九
八
二
、四
五
七
頁
）。
一
方
で
、
竹
園
氏
は
、
使
持
節
は
後

漢
末
建
安
中
に
は
成
立
し
て
い
た
と
し
、
三
国
魏
に
は
、
使
持

節
・
持
節
・
仮
節
の
三
区
分
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
（
竹

園
一
九
七
八
）。
た
だ
し
、
近
年
、
張
小
穏
氏
が
詳
細
に
三
国

魏
の
事
例
を
収
集
・
分
析
し
、
大
庭
氏
の
見
解
の
通
り
、
三
国

魏
に
は
、
依
然
と
し
て
、
使
持
節
・
持
節
・
仮
節
の
三
区
分
は

成
立
し
て
い
な
い
と
す
る
（
張
二
〇
一
〇
、一
一
六
～
一
二
四
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頁
）。
筆
者
も
張
氏
の
見
解
に
同
意
す
る
。

（
29
）�	

孫
観
の
死
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』
巻
十
八
臧
霸
伝
を
参

照
の
こ
と
。

（
30
）�	
閻
歩
克
氏
も
都
督
は
当
初
、
将
軍
官
に
付
け
加
え
ら
れ
る
称

号
で
あ
っ
た
と
み
な
す
（
閻
二
○
○
二
、四
二
一
頁
）。
都
督
が

独
立
し
た
官
で
な
い
こ
と
は
山
口
氏
の
考
証
に
詳
し
い
（
山
口

二
〇
一
七
b
）。

（
31
）�	

雷
家
驥
氏
も
ま
た
、
所
謂
「
都
督
」
と
は
、
当
時
の
野
戦
に

お
け
る
諸
督
軍
の
総
帥
を
指
す
と
す
る
（
雷
二
〇
〇
八
、四
九

～
五
一
頁
）。
そ
の
他
、
曹
操
期
に
総
司
令
官
に
な
っ
た
可
能

性
の
あ
る
官
と
し
て
、護
軍
が
挙
げ
ら
れ
る
。
征
蜀
護
軍
（『
三

国
志
』
巻
九
曹
真
伝
）、
都
督
護
軍
・
関
中
護
軍
（『
三
国
志
』

巻
二
十
三
趙
儼
伝
）
な
ど
が
史
料
に
見
え
る
。
護
軍
と
都
督
の

関
係
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
32
）�	

魏
晋
の
都
督
制
が
、
将
軍
官
を
基
盤
に
し
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
山
口
二
〇
一
七
a
参
照
。

（
33
）�	

後
漢
初
期
に
お
い
て
は
、
大
将
軍
が
将
軍
を
率
い
、
将
軍

が
将
軍
を
率
い
る
事
例
も
存
在
し
た
が
（
閻
歩
克
二
○
○
二
、

四
一
四
頁
）、
仮
節
将
軍
が
仮
節
将
軍
を
率
い
る
事
例
は
、
曹

操
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
二
〇
一
六
年
度
「
東
ア
ジ
ア
学
」
共
創
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。


